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「大沼枕山・鶴林関係資料」目録

大 沼 　 宜 規 　 編

凡 例

1． 本目録は、国立国会図書館が所蔵する「大沼枕山・鶴林関係資料」（請求記号：
WB32-3）を整理した際の細目順に並べた目録である。

2．  請求記号枝番欄は、枝番の番号を記した。当館における補修以前に、同一の台紙
に貼付されていた場合、または同一の封筒に収められていた場合は、境界を破線
で示した。

3． 標題欄は、原標題を採録したが、多くは原標題がないため、〔　〕書きで付標題を
記した。詩稿・文稿の場合、詩や文の題は採録せず、〔詩稿〕、〔文稿〕と記した。
葉書については〔書簡（葉書）〕と記して分かるようにした。

4． 作成者（発信者）欄及び受信者欄は、原則として資料にある通り採録した。受信
者欄については敬称も採録した。封筒などが付されており、封の記名が書状の記
名と異なる場合は／を付して続けて記した。作成者（発信者）名が印判または印
刷で記されている場合は〔　〕書きにした。

5． 作成者住所欄、受信者住所欄は、原資料の通り採録したが、数字はアラビア数字
による表記に改めた。

6． 作成年月日欄は、作成年を推定した場合や消印等から採録した場合は〔　〕書き
とした。数字はアラビア数字による表記に改めた。

7． 備考欄は、注記の情報を記し、その後、以下に説明する【内容】【翻刻】【参考】【作
成者補】の項目を設けた。注記については、封筒の有無、年の根拠などの情報を
記した。楠荘三郎の朱書については、「詩稿」「画稿」など一部のもののみ取り上げた。

 【内容】：主要な内容を摘録した。可能な範囲で原文の表現を再現するようにしたが、
わかりやすさを優先してあり、原文をそのまま表記したものではない。時候の挨
拶や一般的な贈答などは原則として省いた。

 【翻刻】：翻刻が掲載されているものの情報を掲げた。
 【参考】：作成者（発信者）欄、受信者欄や作成年月日推定の根拠となる情報など

を記した。
 【作成者補】：作成者（発信者）欄に挙げた人物について補足した。
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 なお、福生市郷土資料室編『大沼枕山来簡集』福生市教育委員会 ,1988. は『来簡』と、
尾形仂『漢詩人たちの手紙―大沼枕山と嵩古香』ゆまに書房 ,1994. は『手紙』と、
永井壮吉『荷風全集』第 27 巻書簡 , 岩波書店 ,1995. は『荷風全集』27 巻と示した。

8． 現在通行の字体を用いた。
9． 判読不能の文字については□で示した。
10． 年代や人物の同定にあたっては、上述の尾形仂『漢詩人たちの手紙―大沼枕山と

嵩古香』の注を参照した。
11． 採寸にあたっては、古典籍資料室非常勤職員であった駒ケ嶺法子氏に調査のご協

力をいただきましたので、記してお礼申し上げます。
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1
〔

書
簡

〕
慶

喜
〔

欠
〕

〔
慶

応
4

年
〕

2
月

1
軸

15
.6

×
87

.9
cm

（
本

紙
の

み
。

書
付

24
.2

×
17

.2
cm

、
箱

23
.6

×
7.

3
×

6.
6c

m
）

年
は

内
容

に
よ

る
。

箱
入

。
巻

子
装

。
本

紙
後

欠
。

本
文

と
同

筆
で「

東
叡

山
ニ

御
謹

慎
中〔

以
下

欠
〕」

と
あ

り
。

明
治

41
年

10
月

19
日

付
の

大
沼

鶴
林

書
付

1
枚

を
付

す
。

大
沼

鶴
林

書
付

に
は

「
前

将
軍

徳
川

公
手

簡
上

野
輪

王
寺

宮
様

、
越

前
春

嶽
公

ヨ
リ

先
師

大
沼

枕
山

ニ
内

覧
諮

詢
せ

し
め

ら
れ

し
も

の
也

」（
「

越
前

春
嶽

公
ヨ

リ
先

師
大

沼
枕

山
ニ

内
覧

せ
ら

れ
し

も
の

也
」

と
あ

る
も

の
を

訂
正

）
「

妄
ニ

人
ニ

示
ス

ベ
カ

ラ
ズ

」「
大

沼
鶴

林
秘

蔵
」

「
明

治
四

十
一

年
十

月
十

九
日

家
蔵

中
よ

り
発

見
す

」
と

あ
り

。【
内

容
】

謝
罪

状
。「

全
て

臣
慶

喜
一

身
之

不
束

よ
り

生
候

儀
ニ

而
天

怒
ニ

触
候

段
、

一
言

之
申

上
様

も
無

御
座

次
第

」「
何

卒
官

軍
御

差
向

之
儀

は
暫

時
御

猶
予

被
成

下
、

臣
慶

喜
之

一
身

を
被

罰
、

無
罪

之
生

民
塗

炭
を

免
さ

れ
候

様
仕

度
、臣

慶
喜

今
日

之
懇

願
此

事
ニ

御
座

候
」【

翻
刻

】
『

来
簡

』
12

9【
作

成
者

補
】

徳
川

慶
喜

2
〔

書
簡

〕
慶

永
枕

山
様

〔
明

治
21

年
〕

12
月

17
日

1
通

17
.1

×
55

.9
cm

年
は

内
容

に
よ

る
。【

内
容

】
印

度
国

錫
蘭

（
セ

イ
ロ

ン
）

島
ゴ

ー
ル

、
パ

ラ
ナ

マ
ン

ド
寺

住
職

ダ
ン

ナ
マ

ン
ダ

、
拙

宅
近

隣
目

白
台

へ
旅

寓
。

8
日

、
釈

雪
照

イ
ン

ド
僧

を
召

連
れ

、
拙

宅
を

訪
問

。
通

弁
は

英
語

。
錫

蘭
は

仏
法

盛
ん

な
れ

ど
も

日
本

の
如

き
に

あ
ら

ず
。

台
徳

公
の

御
霊

廟
拝

見
、

世
界

第
一

と
称

す
べ

し
。

浅
草

も
広

壮
麗

美
と

申
す

。
日

本
の

寒
気

に
は

困
難

。【
翻

刻
】『

来
簡

』5
4【

参
考

】『
読

売
新

聞
』

明
治

21
年

11
月

29
日

号
な

ど
に

記
事

あ
り

。【
作

成
者

補
】

松
平

慶
永

3
〔

書
簡

〕
法

正
寺

牛
込

大
沼

先
生

様
（

マ
マ

）
7

月
7

日
1

通
14

.9
×

39
.0

cm
【

内
容

】暑
中

御
窺

い
、中

元
御

礼
。

先
頃

よ
り

少
々

平
臥

、
漸

く
当

月
に

入
り

出
勤

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
17

請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考



請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考
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4
〔

書
簡

〕
木

内
源

五
郎

鈴
木

松
塘

先
生

〔
安

政
3

年
〕

8
月

20
日

1
通

15
.7

×
48

.6
cm

年
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】
4

月
13

日
の

御
手

紙
、

7
月

13
日

接
手

拝
読

。
此

度
御

西
遊

、
拙

家
へ

も
御

立
ち

寄
り

下
さ

る
思

召
し

の
処

、
草

津
湯

へ
踰

え
成

さ
れ

、
右

に
付

、
高

作
1

葉
・『

星
巌

先
生

詩
集

』
1

部
御

贈
下

さ
れ

落
手

。
御

過
訪

を
楽

し
み

に
す

る
も

拠
な

き
次

第
。

近
日

梁
川

先
生

に
書

状
差

出
し

。
近

作
5

首
御

添
削

、
御

序
の

節
大

沼
氏

方
へ

御
出

し
下

さ
る

べ
く

希
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
13

4【
作

成
者

補
】

木
内

芳
軒

5
〔

書
簡

〕
木

内
源

五
郎

枕
山

老
先

生
4

月
10

日
1

通
16

.3
×

28
.5

cm
【

内
容

】
小

生
、

先
月

19
日

帰
宅

、
度

々
上

堂
御

役
介

（
マ

マ
） 、

奉
謝

。
麁

品
呈

上
。

紙
包

（
鈴

木
）

松
塘

老
人

へ
御

届
け

下
さ

る
べ

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

59
【

作
成

者
補

】
木

内
芳

軒
6

〔
書

簡
〕

木
内

源
五

郎
枕

山
老

先
生

11
月

7
日

1
通

15
.8

×
65

.4
cm

後
欠（

請
求

記
号

枝
番

96
に

続
く

）。
【

内
容

】「
桃

堂
碑

文
」

収
手

、
秋

翁
へ

の
潤

筆
、

届
か

ず
如

何
し

く
存

ず
。

小
諸

飛
脚

へ
7

月
中

聞
合

せ
い

た
す

。
聯

落
6

葉
、

小
片

2
葉

潤
筆

依
頼

。
潤

筆
料

30
0

疋
呈

上
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

60
【

作
成

者
補

】
木

内
芳

軒
7

〔
書

簡
〕

臼
田

貞
章

大
沼

先
生

〔
文

久
元

年
〕

11
月

25
日

1
通

（
2

枚
合

1
枚

）

15
.8

×
93

.3
cm

（
破

損
部

分
の

補
紙

を
含

む
。

各
紙

①
15

.8
×

46
.0

cm
②

15
.8

×
43

.1
cm

）

途
中

欠
。

年
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】
8

月
中

出
府

の
節

御
厚

情
忝

し
。

和
宮

様
御

通
輿

、
支

配
役

所
手

伝
い

、
9

月
初

よ
り

詰
切

の
た

め
不

音
、

本
意

に
背

く
。

恒
太

郎
出

入
一

件
、

10
月

晦
日

迄
日

延
べ

。
訴

訟
方

、
重

右
衛

門
家

内
残

ら
ず

煩
い

、
忰

全
快

、
二

男
類

癩
煩

い
。

積
悪

余
殃

、
一

時
に

報
い

、
恐

る
べ

し
。【

参
考

】
和

宮
は

文
久

元
年

10
月

20
日

京
都

発
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

61
8

〔
書

簡
〕

中
村

城
山

大
沼

様
・

御
閨

中
様

・
人

々
御

中

3
月

1
通

15
.0

×
35

.3
cm

【
内

容
】

煙
草

、
御

閨
中

様
へ

拝
呈

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
62
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9
〔

書
簡

〕
〔

欠
〕

〔
欠

〕
1

通
15

.7
×

29
.0

cm
前

・
後

欠
。【

内
容

】
甲

府
到

着
。

東
道

之
主

遠
行

、
当

惑
。（

長
谷

川
）

昆
渓

添
書

の
方

へ
参

り
、

一
両

日
逗

留
。

詠
物

詩
題

詞
・

小
引

、
添

削
の

上
、

上
木

願
う

。
老

兄
御

作
へ

も
題

言
考

え
、

刪
正

の
上

、巻
尾

に
附

し
下

さ
れ

れ
ば

大
慶

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
12

7
10

〔
書

簡
〕

江
帾

通
寛

大
沼

枕
山

先
生

〔
明

治
12

年
〕

2
月

15
日

1
通

15
.6

×
32

.0
cm

年
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】
田

園
の

拙
作

10
0

首
上

梓
。

先
比

御
正

し
下

さ
る

内
、

序
文

な
り

題
辞

の
詩

な
り

御
作

り
下

さ
れ

た
し

。
1

詩
分

り
兼

ね
、別

紙
差

上
げ

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
94

【
参

考
】『

田
園

襍
詩

』は
明

治
12

年
刊

。【
作

成
者

補
】

江
帾

晩
香

11
〔

書
簡

〕
英

先
生

20
日

1
通

15
.6

×
38

.0
cm

【
内

容
】

拙
稿

御
筆

削
下

さ
れ

れ
ば

、
此

人
に

お
渡

し
下

さ
れ

た
し

。
拙

稿
2

葉
御

筆
削

下
さ

れ
た

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

95
12

〔
書

簡
〕

溝
口

恒
大

夫
子

7
月

1
日

1
通

19
.6

×
30

.7
cm

【
内

容
】

拙
稿

御
削

正
下

さ
れ

れ
ば

、御
返

却
願

う
。

本
月

、
川

島
御

贈
詩

御
揮

毫
下

さ
る

趣
、

川
島

へ
通

知
、

御
一

揮
下

さ
れ

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
96

【
作

成
者

補
】

溝
口

桂
巌

13
〔

書
簡

〕
丸

山
人

上
州

よ
り

枕
夫

子
〔

文
久

2
年

〕
1

通
15

.9
×

39
.4

cm
年

は
『

手
紙

』
に

よ
る

。
後

欠
。【

内
容

】「
唐

松
山

人
詩

稿
」

序
文

御
改

削
願

う
。

山
田

三
川

逝
去

、
右

仁
に

頼
る

。「
唐

松
山

人
遺

稿
」

御
覧

下
さ

れ
れ

ば
御

返
却

頼
む

。秋
来

、拙
詩

草
稿

指
上

げ
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

97
14

〔
書

簡
〕

堀
口

貞
歙

大
沼

枕
山

先
生

〔
明

治
22

年
〕

12
月

20
日

1
通

16
.7

×
81

.3
cm

年
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】
春

翁
（

森
春

濤
）

長
逝

、
金

剛
・（

牧
野

）
再

龍
病

没
。

牧
野

翁
赤

貧
中

、
未

亡
人

如
何

。
愚

老
11

月
19

日
よ

り
半

身
不

遂
症

に
罹

り
、

未
だ

筆
研

操
る

迄
に

は
到

ら
ず

。
牧

野
翁

追
悼

拙
作

点
竄

の
上

御
郵

送
下

さ
れ

た
し

。
金

1
円

歳
暮

と
し

て
差

上
げ

。【
翻

刻
】

『
来

簡
』

98
【

参
考

】
牧

野
再

龍
は

明
治

22
年

没
。

【
作

成
者

補
】

堀
口

藍
園

15
〔

書
簡

〕
渡

辺
平

作
大

沼
先

生
3

月
5

日
1

通
16

.2
×

42
.8

cm
【

内
容

】
壁

谷
貞

新
居

落
成

、
随

分
結

構
な

れ
共

、
枕

山
先

生
の

玉
作

を
展

せ
ざ

れ
ば

壮
観

不
足

。
謝

儀
は

僅
に

金
1

円
の

み
。

求
め

の
深

切
な

る
に

感
じ

、
貞

に
換

っ
て

乞
う

。
小

生
へ

も
御

近
作

御
恵

投
望

む
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

99
16

〔
書

簡
〕

翠
枕

山
先

生
桂

月
（

8
月

）
18

日
1

通
15

.6
×

27
.9

cm
前

欠
。

上
書

に
「

桃
堂

翁
碑

文
添

」
と

あ
り

。【
内

容
】

不
動

道
程

之
碑

、
字

数
少

な
き

方
宜

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

10
0
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17
〔

書
簡

〕
岩

下
敬

枕
山

老
先

生
〔

文
久

2
年

〕
2

月
8

日
1

通
15

.1
×

92
.8

cm
年

は
『

手
紙

』
に

よ
る

。【
内

容
】

尊
集

2
部

落
手

。『
桜

園
雨

後
』

乾
1

冊
差

上
げ

。
板

下
、

銀
2

分
位

に
て

宜
し

き
様

願
う

。去
年

10
月

校
合

済
。

11
月

願
う

処
、

飛
脚

差
し

支
え

12
月

初
旬

差
し

出
す

。
金

3
歩

に
楊

園
行

2
歩

2
朱

入
の

封
飛

脚
紛

失
。

別
に

写
し

も
ら

い
校

合
。

雑
費

心
当

3
歩

差
し

上
げ

置
く

。
書

手
御

任
せ

申
し

上
る

。
板

下
認

料
、

刻
料

、
前

も
っ

て
仰

せ
越

さ
れ

た
く

、
程

合
い

御
示

教
願

う
。

拙
集

板
下

の
儀

去
年

中
お

そ
る

お
そ

る
御

塾
中

迄
願

い
、

御
許

諾
下

さ
る

儀
に

付
願

う
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

87
【

参
考

】『
桜

園
雨

後
』

刊
行

は
文

久
2

年
。【

作
成

者
補

】
岩

下
桜

園
18

〔
書

簡
〕

鳥
居

道
枕

山
大

先
生

1
通

16
.6

×
50

.5
cm

後
欠

。【
内

容
】

両
国

方
も

邸
内

の
者

罷
り

出
る

者
有

る
様

子
承

る
。

天
気

宜
し

き
故

歟
、

存
外

盛
会

。
前

後
御

尽
力

万
謝

。
玉

野
湖

村
新

鐫
、

蕪
章

差
上

げ
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

88
19

〔
書

簡
〕

竹
内

素
大

沼
枕

山
先

生
〔

慶
応

2
年

〕
8

月
25

日
1

通
16

.7
×

34
.4

cm
前

欠
。

年
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】
家

詩
上

木
に

付
、

金
子

借
用

、
証

文
調

印
希

う
。『

嚶
鳴

集
』

題
詩

の
事

、
図

方
八

人
に

て
盛

宴
の

図
合

作
出

来
、

刻
家

へ
廻

す
。

題
詩

御
急

製
願

う
。（

玉
野

）
湖

村
よ

り
両

三
人

出
吟

。
先

生
の

御
社

中
の

御
出

吟
、

今
両

三
人

希
う

。
平

林
よ

り
黄

物
受

取
次

第
御

礼
罷

り
出

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

89
【

作
成

者
補

】
竹

内
楊

園
20

〔
書

簡
〕

〔
欠

〕
〔

大
〕

沼
先

生
7

月
18

日
1

通
16

.5
×

30
.9

cm
差

出
人

部
分

欠
。【

内
容

】津
島

神
社

祠
官

に
奉

職
、

当
分

ハ
右

地
方

へ
罷

り
越

す
。

相
替

ら
ず

添
削

を
願

う
。

銘
々

5、
6

首
づ

つ
石

摺
に

て
刻

し
た

く
、

先
生

の
御

一
筆

を
序

に
願

う
。

僕
の

詩
、

御
一

覧
願

う
。

草
稿

御
加

毫
願

う
。

石
摺

出
来

の
う

え
御

覧
に

入
れ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

90
21

〔
書

簡
〕

仁
科

寛
大

沼
老

先
生

1
月

13
日

1
通

16
.6

×
42

.0
cm

【
内

容
】

一
昨

年
御

認
め

物
御

聞
済

み
、

有
難

く
存

ず
。

尚
又

、
御

認
め

願
い

上
げ

る
。

潤
謝

60
銭

御
笑

納
下

さ
れ

れ
ば

大
慶

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
91

22
〔

書
簡

〕
〔

欠
〕

〔
欠

〕
紀

元
25

38
年

（
明

治
11

年
）

1
通

15
.7

×
24

.0
cm

後
欠

。【
内

容
】

年
賀

挨
拶

。
金

20
0

疋
御

受
納

く
だ

さ
る

べ
し

。
親

類
井

沢
氏

よ
り

の
額

面
1

枚
・

唐
紙

1
枚

の
件

〔
後

欠
〕。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
12

6
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23
〔

書
簡

〕
〔

欠
〕

〔
欠

〕
1

通
14

.7
×

77
.1

cm
（

旧
台

紙
裏

朱
書

切
抜

8.
4

×
2.

8c
m

）

旧
台

紙
裏

に
楠

荘
三

郎
朱

書
「

第
五

巻
」

と
あ

り
。

後
欠

。【
内

容
】

根
き

し
様

に
も

歎
願

、
お

す
ま

さ
ま

へ
も

相
談

。
私

事
眼

の
療

治
頼

む
市

川
賢

亮
、

宮
内

省
へ

出
る

。
此

の
人

を
頼

み
皇

后
宮

様
御

歌
御

相
手

に
出

た
く

申
し

入
れ

置
く

も
、

十
に

九
は

む
つ

か
し

き
事

と
存

ず
。

町
家

に
て

も
官

員
に

て
も

仕
事

に
て

も
立

働
き

い
た

さ
ず

相
済

む
処

へ
参

り
た

し
。

従
五

位
様

に
も

御
意

、
月

給
は

少
な

く
小

遣
だ

け
で

よ
ろ

し
く

、
余

り
骨

の
折

れ
ぬ

処
へ

参
り

た
く

、
大

沼
様

に
て

も
御

心
当

り
の

処
あ

ら
ば

、
お

世
話

願
う

。
中

沢
広

郷
殿

へ
万

事
身

分
の

処
な

げ
か

け
頼

む
。

信
州

の
方

い
か

様
の

様
子

、
当

人
見

込
行

々
の

所
承

る
様

に
付

、
寛

徳
方

へ
申

遣
す

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
12

8
24

〔
書

簡
〕

海
関

・
小

六
／

橋
本

海
関

／
ハ

リ
マ

明
石

人
丸

下
鶴

林
詩

兄
／

大
沼

鶴
林

様
／

東
京

神
田

区
順

天
中

学
校

〔
明

治
44

年
〕

4
月

16
日

1
通

17
.8

×
87

.6
cm

（
封

筒
20

.0
×

15
.7

cm
）

自
画

像
入

り
。

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。

【
内

容
】『

羅
山

文
集

』に
明

石
の「

風
伝

流
鎗

法
序

」
あ

り
。

大
坂

、
神

戸
、

印
南

、
加

古
、

加
東

に
『

羅
山

文
集

』
所

蔵
の

人
な

し
。

先
々

年
森

春
濤

翁
明

石
へ

来
遊

の
節

、
携

え
来

る
。「

風
伝

流
槍

法
序

」
御

写
し

下
さ

る
べ

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

13
9

25
〔

書
簡

〕
古

田
耕

雲
／

備
中

御
月

郡
三

原
村

大
沼

詞
宗

／
大

沼
鶴

林
様

／
東

京
牛

込
区

矢
来

町
三

番
地

山
里

百
四

号

〔
8

日
〕

1
通

16
.5

×
31

.9
cm

（
封

筒
18

.8
×

11
.9

cm
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

は
破

損
。

日
は

消
印

に
よ

る
。

【
内

容
】

石
原

名
誉

員
よ

り
御

寄
稿

の
玉

吟
、

諸
家

の
評

語
懇

望
。

迂
生

秘
吟

数
首

添
え

、
御

教
示

御
批

評
下

さ
れ

れ
ば

幸
甚

。
先

生
に

も
玉

稿
佳

什
、

文
壇

上
有

益
の

雅
辞

等
御

恵
投

を
願

う
。【

翻
刻

】
『

来
簡

』
14

0
26

〔
書

簡
〕

割
田

不
識

竜
宝

寺
大

沼
枕

山
老

先
生

1
月

25
日

1
通

18
.1

×
41

.0
cm

【
内

容
】年

賀
の

験
と

し
て

金
50

銭
差

上
げ

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
10

1
27

〔
書

簡
〕

彦
之

枕
山

老
先

生
〔

明
治

22
年

〕
11

月
6

日
1

通
17

.1
×

19
.8

cm
年

は
『

手
紙

』
に

よ
る

。【
内

容
】

過
日

霊
前

香
料

有
難

し
。

今
日

（
鱸

）
采

蘭
初

七
日

。
薄

供
御

目
に

か
け

る
。

御
風

味
下

さ
れ

れ
ば

大
慶

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
10

2【
参

考
】

鱸
采

蘭
は

明
治

22
年

10
月

31
日

没
。【

作
成

者
補

】
鈴

木
松

塘
28

〔
書

簡
〕

太
田

菊
次

・
野

村
鎬

之
助

中
之

郷
竹

丁
大

沼
大

先
生

7
月

4
日

1
通

16
.0

×
43

.7
cm

【
内

容
】

昨
日

は
御

来
駕

、
有

難
き

仕
合

せ
。

懸
物

の
箱

、御
上

書
願

い
申

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

10
3

29
〔

書
簡

〕
真

枕
山

老
詞

長
1

月
7

日
1

通
17

.1
×

39
.8

cm
【

内
容

】「
一

年
真

端
夢

云
々

ハ
歳

晩
」

は
「

病
問

年
亦

新
云

々
ハ

歳
旦

」
と

認
む

べ
き

処
、

認
め

方
前

後
、

歳
旦

の
作

へ
歳

晩
と

誌
す

。
執

筆
者

よ
り

申
出

、
誤

謬
の

段
申

し
上

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

10
4
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30
〔

書
簡

〕
棠

陰
枕

山
大

沼
先

生
2

月
9

日
1

通
17

.5
×

48
.6

cm
【

内
容

】
詩

鈔
序

文
認

め
下

さ
れ

有
難

く
存

ず
。

何
れ

序
文

彫
刻

製
本

出
来

の
節

、
御

伺
い

申
し

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

10
5【

作
成

者
補

】
清

宮
棠

陰
31

〔
書

簡
〕

秀
枕

山
先

生
4

月
7

日
1

通
16

.2
×

10
9.

2c
m

【
内

容
】

昨
年

の
雑

録
御

贈
り

下
さ

れ
、

有
難

し
。

1、
2

月
は

他
出

、
本

月
3

日
に

一
草

願
う

。
只

今
南

京
人

と
称

し
日

本
へ

渡
来

す
る

は
皆

明
の

旧
臣

か
、

御
教

示
願

う
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

10
6

32
〔

書
簡

〕
城

山
光

大
沼

老
夫

子
9

月
12

日
1

通
14

.4
×

35
.7

cm
【

内
容

】（
杉

田
）詩

狂
出

京
の

節
差

し
上

げ
た

き
5、

6
吟

間
に

合
い

難
く

、
1

葉
丈

願
う

。
先

般
小

綴
御

斧
正

御
投

与
を

乞
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』1
07【

作
成

者
補

】
中

村
城

山
33

〔
書

簡
〕

城
山

光
枕

山
老

夫
子

11
月

18
日

1
通

16
.5

×
45

.2
cm

【
内

容
】

過
日

1
巻

御
斧

削
の

上
御

投
与

、
両

三
日

以
前

達
す

。
其

他
郵

便
に

1
葉

丈
差

上
げ

。
其

後
御

落
手

と
存

ず
。

1
綴

出
来

も
幸

便
無

し
。

後
便

に
必

ず
潤

筆
備

う
。

御
潤

筆
差

し
上

げ
申

さ
ざ

る
内

は
御

投
冊

無
き

様
、

御
ヒ

ト
ジ

ヽ
に

差
し

上
げ

置
く

。
1

綴
も

遠
か

ら
ず

さ
し

上
げ

。
僻

村
故

、
金

子
入

り
の

封
差

し
上

げ
兼

ね
る

。
規

則
外

の
よ

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

10
8【

作
成

者
補

】
中

村
城

山
34

〔
書

簡
〕

諸
徳

枕
山

先
生

〔
明

治
20

年
頃

〕
6

月
5

日
1

通
16

.0
×

35
.7

cm
年

は
『

手
紙

』
注

に
よ

る
。【

内
容

】
不

如
学

吟
社

5
月

詩
稿

差
出

し
。

御
刪

正
願

う
。【

参
考

】
不

如
吟

社
は

明
治

20
年

頃
に

あ
っ

た
枕

山
の

詩
社

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
10

9
35

〔
書

簡
〕

中
村

光
大

沼
老

夫
子

〔
明

治
10

年
頃

〕
5

月
25

日
1

通
14

.8
×

37
.4

cm
年

は
内

容
に

よ
る

。【
内

容
】

過
日

拙
稿

1
綴

、
菊

地
翁

尺
牘

拝
受

。
又

1
巻

賦
し

差
上

げ
。

御
潤

筆
秋

田
よ

り
差

上
げ

。
過

日
1

葉
、

詩
狂

一
同

、
玉

隣
君

へ
託

す
。

湫
村

の
御

序
、

明
治

詩
文

に
て

拝
読

。【
翻

刻
】『

来
簡

』1
10

【
参

考
】『

明
治

詩
文

』
五

集
（

明
治

10
年

4
月

届
）

に
枕

山
「

湫
村

詩
鈔

序
」

を
収

録
。【

作
成

者
補

】
中

村
城

山
36

〔
書

簡
〕

中
村

光
大

老
夫

子
閣

下
9

月
6

日
1

通
14

.8
×

37
.5

cm
【

内
容

】
杉

田
詩

狂
出

京
、

小
綴

の
稿

1
巻

、
画

賛
1

枚
願

う
。

御
潤

儀
は

微
少

拝
呈

。
詩

狂
滞

京
中

画
賛

丈
も

御
揮

洒
成

さ
れ

れ
ば

重
畳

有
難

し
。

先
般

郵
便

を
以

て
願

う
稿

は
、

郵
便

に
付

し
、

御
投

与
仰

ぐ
。

潤
儀

は
多

分
秋

田
よ

り
差

上
げ

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
11

1【
作

成
者

補
】

中
村

城
山
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37
〔

書
簡

〕
寛

庭
枕

山
老

夫
子

上
巳

（
3

月
3

日
）

1
通

15
.5

×
28

.5
cm

【
内

容
】円

通
寺

一
件

、半
済

に
成

り
帰

杖
。【

翻
刻

】
『

来
簡

』
11

2
38

〔
書

簡
〕

政
元

枕
山

老
先

生
9

月
22

日
1

通
16

.1
×

42
.5

cm
【

内
容

】
先

月
願

の
柳

崖
老

人
詩

碑
、

此
も

の
滞

留
中

に
頂

戴
仕

り
た

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』1

13【
作

成
者

補
】

木
内

芳
軒

39
〔

書
簡

〕
加

藤
総

九
郎

大
沼

嘉
年

子
様

〔
明

治
〕

26
年

9
月

29
日

1
通

17
.3

×
81

.1
cm

【
内

容
】

先
日

中
三

根
君

外
1

名
尊

翰
携

帯
御

来
臨

。
小

生
承

諾
ノ

件
、

昇
堂

の
上

御
渡

し
の

心
算

。
寸

暇
を

得
ず

、
約

束
金

5
円

、
郵

便
為

替
を

以
て

送
付

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
14

1
40

〔
書

簡
〕

長
山

孝
枕

山
老

先
生

極
月

（
12

月
）

20
日

1
通

15
.9

×
34

.0
cm

【
内

容
】

昨
日

仰
付

ら
る

る
拙

画
認

む
。

梅
痴

牌
前

の
軸

の
由

、
有

難
く

大
慶

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
11

4【
参

考
】

梅
痴

は
安

政
5

年
没

。
41

〔
書

簡
〕

普
門

文
龍

大
沼

枕
山

先
生

6
月

19
日

1
通

16
.0

×
50

.1
cm

【
内

容
】「

俚
語

」
草

稿
贈

る
。

高
点

を
請

う
。

序
言

願
い

上
げ

る
。

金
子

10
0

疋
呈

上
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

11
5

42
〔

書
簡

〕
篤

凞
堂

大
沼

先
生

1
通

15
.3

×
78

.3
cm

後
欠

。【
内

容
】（

遠
山

）
雲

如
、

大
垣

小
原

太
夫

（
小

原
鉄

心
）

に
滞

杖
、

養
老

之
瀑

布
を

見
、

10
月

26
日

帰
洛

。
京

地
詩

壇
無

人
、

詩
稿

案
上

に
堆

積
。

八
王

子
一

条
は

妻
君

と
対

泣
の

外
無

し
。

別
紙

草
稿

、
藤

岡
街

大
石

良
之

輔
、

以
後

門
下

に
列

し
推

敲
願

う
。

別
封

に
方

金
謹

呈
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

11
6【

参
考

】
遠

山
雲

如
は

文
久

3
年

。
没

。
43

〔
書

簡
〕

臼
田

哲
弥

太
／

貞
卿

大
沼

枕
山

先
生

／
大

沼
様

〔
安

政
5

年
〕

2
月

20
日

1
通

15
.5

×
83

.0
cm

年
は『

手
紙

』推
定

に
よ

る
。【

内
容

】昨
年

当
国（

信
州

）
高

駕
、

拝
顔

を
得

ず
残

念
。

愚
吟

1
冊

貴
覧

に
入

れ
、御

加
筆

願
い

上
げ

る
。

金
10

0
疋

呈
上

。
【

翻
刻

】『
来

簡
』

63
44

〔
書

簡
〕

川
部

亮
大

沼
先

生
8

月
2

日
1

通
14

.3
×

43
.2

cm
【

内
容

】『
仏

山
詩

集
』、

植
村

（
蘆

州
）

様
御

封
物

、
御

書
状

達
す

。
御

添
削

、
御

揮
毫

有
難

し
。

扇
子

1
本

願
い

置
く

分
、

後
刻

、
頂

戴
人

差
上

げ
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

64
45

〔
書

簡
〕

頼
枕

山
先

生
9

月
2

日
1

通
15

.5
×

36
.9

cm
【

内
容

】
扇

子
2

握
揮

毫
願

う
。

今
日

芝
へ

持
参

仕
り

た
く

、
御

出
で

の
節

御
携

え
下

さ
る

様
願

う
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
65

46
〔

書
簡

〕
謙

譲
〔

欠
〕

24
日

1
通

16
.2

×
31

.6
cm

【
内

容
】

詩
集

類
御

届
け

、
延

引
恐

れ
入

る
。

御
査

収
願

う
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

12
2

47
〔

書
簡

〕
主

膳
枕

山
先

生
12

月
11

日
1

通
16

.1
×

40
.0

cm
【

内
容

】
小

子
何

等
の

障
も

な
し

。
詩

作
さ

し
進

ら
す

。
御

加
筆

希
う

。
在

勤
も

当
年

越
し

、
軍

目
の

出
張

知
れ

ず
因

循
、

来
夏

に
も

帰
府

な
る

や
。

誠
に

退
屈

幷
疲

弊
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

66
【

参
考

】
小

膳
と

同
筆

か
。
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48
〔

書
簡

〕
小

膳
枕

山
先

生
7

月
7

日
1

通
15

.8
×

65
.7

cm
【

内
容

】御
状

3
封

共
当

月
4

日
届

く
。

忝
く

拝
見

。
6

月
18

日
広

島
表

出
立

、
草

津
宿

へ
出

張
、

19
日

出
立

、
五

日
市

村
百

姓
中

西
新

太
郎

方
滞

留
、

20
日

極
楽

寺
山

へ
明

石
の

人
数

を
見

分
の

為
、

越
す

。
余

程
の

大
難

所
。

五
日

市
村

宿
陣

の
座

敷
、

海
を

隔
て

向
に

厳
島

の
山

、
眺

望
景

色
画

に
認

め
が

た
く

白
帆

を
も

一
望

。
詩

作
さ

し
進

ら
す

。
御

加
筆

下
さ

る
べ

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』6

7。
【

参
考

】
主

膳
と

同
筆

か
。

49
〔

書
簡

〕
小

膳
枕

山
先

生
4

月
21

日
1

通
16

.2
×

35
.0

cm
【

内
容

】
御

状
2

通
拝

見
。

小
子

何
の

障
も

無
し

。
詩

作
別

紙
御

加
筆

下
さ

れ
、

忝
く

御
礼

申
す

。
詩

作
別

紙
さ

し
進

ら
す

。
御

加
筆

下
さ

る
べ

し
。

芸
州

出
張

の
沙

汰
な

く
月

日
を

越
し

久
々

の
永

陣
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
68

【
参

考
】

主
膳

と
同

筆
か

。
50

〔
書

簡
〕

高
野

鄭
庵

信
州

中
野

大
沼

枕
山

老
先

生
2

月
25

日
1

通
14

.1
×

32
.5

cm
前

欠
。【

内
容

】
昨

年
中

失
敬

、
恐

れ
入

る
。

愚
作

1
巻

御
下

げ
下

さ
れ

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
69

51
〔

書
簡

〕
和

田
栄

伯
大

沼
沈

（
マ

マ
）

山
様

2
月

13
日

1
通

16
.1

×
42

.4
cm

【
内

容
】

主
家

隠
居

の
詩

作
御

点
削

願
う

。
此

の
者

へ
付

与
下

さ
る

べ
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
70

52
〔

書
簡

〕
福

井
謙

蔵
神

戸
藩

枕
山

先
生

下
谷

10
月

26
日

1
通

16
.3

×
29

.4
cm

【
内

容
】

拙
稿

御
是

正
、此

の
者

へ
御

遣
わ

し
願

う
。

麁
菓

1
箱

呈
上

。【
翻

刻
】『

来
簡

』7
1【

作
成

者
補

】
福

井
鹿

川
53

〔
書

簡
〕

岡
田

瑤
大

沼
枕

山
先

生
中

御
徒

町
極

月
（

12
月

）
27

日
1

通
16

.2
×

28
.0

cm
【

内
容

】
草

稿
御

正
斧

、此
の

も
の

へ
御

恵
投

願
う

。
【

翻
刻

】『
来

簡
』

72
54

〔
書

簡
〕

清
淵

橋
政

直
枕

山
老

先
生

4
月

8
日

1
通

16
.5

×
41

.8
cm

【
内

容
】旧

作「
偶

成
」1

首
再

び
御

斧
正

願
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
73

【
作

成
者

補
】

橋
本

政
直

55
〔

書
簡

〕
脇

坂
盧

存
枕

山
大

沼
大

先
生

4
月

30
日

1
通

16
.6

×
33

.2
cm

前
欠

。【
内

容
】

御
揮

毫
御

願
い

に
付

、
紙

代
と

し
て

郵
券

封
入

。
昨

年
小

絹
御

揮
毫

御
願

い
、

彼
の

絹
は

少
し

入
用

に
て

諸
先

生
へ

願
う

故
、

老
先

生
御

六
ケ

敷
（

む
つ

か
し

く
）

候
へ

ば
御

返
却

下
さ

れ
た

し
。

今
番

も
彫

稿
差

上
、

御
添

刪
願

う
。

返
稿

用
郵

券
1

葉
差

上
げ

。
小

為
替

20
銭

差
上

げ
。

御
令

息
新

吉
様

『
国

華
彙

新
誌

』
加

入
の

事
御

申
し

通
し

願
い

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

74
56

〔
詩

稿
〕

錦
邨

老
戊

午
（

安
政

4
年

）
1

枚
16

.0
×

32
.7

cm
【

内
容

】
漢

詩
「

戊
午

詩
啓

客
亭

以
記

前
大

後
小

」。
【

翻
刻

】『
来

簡
』

14
2【

作
成

者
補

】
青

木
錦

邨
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57
〔

書
簡

〕
松

平
明

丸
家

従
大

沼
先

生
2

月
1

日
1

通
14

.3
×

54
.5

cm
【

内
容

】
此

の
程

少
々

風
邪

。
一

両
日

中
に

参
殿

。
其

の
節

拝
眉

、御
礼

申
し

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

16
【

参
考

】
松

平
明

丸
は

松
平

康
民

の
こ

と
。

58
〔

書
簡

〕
木

田
渕

蘆
洲

植
村

詞
兄

晩
夏

8
日

1
通

16
.7

×
92

.8
cm

【
内

容
】

昨
年

出
府

、先
生

御
宅

に
て

拝
顔

。
帰

郷
、

其
の

後
御

無
音

多
罪

の
至

。
先

生
御

詩
集

出
来

、
尊

兄
御

骨
折

り
と

感
佩

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
13

3
59

〔
書

簡
〕

高
井

健
枕

山
大

沼
先

生
3

月
11

日
1

通
16

.0
×

99
.3

cm
【

内
容

】
御

旧
作

1
篇

御
恵

贈
有

難
し

。
怪

巧
の

御
作

御
恵

投
希

う
。

小
生

廃
詩

数
年

、
強

て
1

篇
作

り
た

し
。

草
稿

差
上

げ
御

添
削

願
う

。
湖

山
兄

不
音

、
面

会
の

節
御

致
意

願
う

。
松

塘
兄

御
面

会
の

節
、

致
意

願
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
15

【
作

成
者

補
】

高
井

鴻
山

60
〔

書
簡

〕
金

森
吉

次
郎

枕
山

先
生

〔
明

治
24

年
〕

6
月

25
日

1
通

16
.2

×
98

.5
cm

年
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】（
梁

川
）

星
巌

翁
祭

典
の

儀
、

小
野

湖
山

、
金

原
明

善
、

県
知

事
、

参
事

官
、

高
等

官
、

貴
衆

両
院

議
員

、
県

会
議

員
、

郡
長

他
30

0
有

余
名

来
会

。
四

方
ノ

諸
名

流
ヨ

リ
ハ

出
咏

蝟
集

。（
小

野
）

湖
山

、（
江

馬
）

天
江

、（
大

塚
）

如
雲

、（
浅

田
）

栗
園

、（
鈴

木
）

松
塘

、（
岡

本
）

黄
石

出
咏

到
着

。
尊

台
御

作
、

至
急

御
送

付
願

う
。

御
交

遊
中

の
諸

名
流

に
も

御
伝

嘱
願

う
。

祭
典

に
付

『
星

巌
遺

墨
』

上
梓

。
未

着
な

れ
ば

進
呈

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
14

61
〔

書
簡

〕
伊

藤
多

一
枕

山
先

生
10

月
19

日
1

通
19

.9
×

61
.8

cm
【

内
容

】
此

の
人

（
貴

田
褧

一
）、

阿
州

南
方

の
人

に
て

風
流

を
好

み
、

今
般

東
上

、
先

生
拝

謁
に

預
り

、
御

揮
筆

願
う

旨
ニ

て
添

書
。

潤
筆

は
当

人
よ

り
拝

呈
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

13
【

参
考

】
貴

田
褧

一
は

「
阿

波
国

那
賀

郡
南

島
住

」
と

あ
り

。
62

〔
詩

稿
〕

〔
欠

〕
1

枚
16

.2
×

27
.3

cm
【

内
容

】漢
詩「

示
松

陰
先

生
見

恵
三

絶
句

」【
翻

刻
】

『
来

簡
』

11
9

63
〔

書
簡

〕
〔

欠
〕

〔
欠

〕
1

通
14

.5
×

36
.8

cm
前

・
後

欠
か

。【
内

容
】

小
子

詩
作

、
中

井
（

弘
、

雲
城

）
様

、
御

覧
仕

り
た

し
と

仰
せ

、
扇

面
殊

の
外

御
意

に
叶

い
、

八
景

の
草

稿
、

半
切

2
枚

ご
覧

に
入

れ
る

。
御

目
通

り
致

せ
ば

、
宜

敷
き

事
も

出
来

と
存

ず
。

枕
先

生
御

書
状

頂
戴

願
う

。【
翻

刻
】

『
来

簡
』

11
8

64
〔

書
簡

〕
新

田
断

常
大

沼
老

翁
閣

下
明

治
21

年
2

月
2

日
1

通
14

.7
×

22
.7

cm
【

内
容

】酒
料

金
3

円
進

呈
。金

10
円

差
上

げ
、『

西
游

集
』

摺
立

て
下

さ
れ

た
し

。
右

、
遠

方
へ

贈
り

た
く

、
薄

葉
に

て
願

う
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

12
。

65
〔

書
簡

〕
高

柳
敬

枕
山

先
生

6
月

7
日

1
通

15
.5

×
30

.3
cm

後
欠

か
。【

内
容

】
梅

花
道

人
今

日
御

訪
ね

下
さ

る
も

、直
ち

に
帰

府
、再

会
を

期
す

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
11

。
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66
〔

開
板

伺
書

〕
関

忠
蔵

土
屋

采
女

正
家

来
亥

（
嘉

永
4

年
）

2
月

1
通

17
.1

×
34

.7
cm

年
は

『
手

紙
』

推
定

に
よ

る
。

山
崎

久
作

（
美

成
）

編『
江

都
名

家
詩

選
』開

板
伺

書
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

12
3【

参
考

】『
江

都
名

家
詩

選
』は

『
押

切
帳

』（
学

問
所

改
済

台
帳

）
嘉

永
4

年
2

月
10

日
条

に
著

録
（

大
沼

宜
規

「『
押

切
帳

』
考

証
」『

近
代

史
料

研
究

』
18

号
、

20
18

年
）

参
照

。【
作

成
者

補
】

関
雪

江
67

〔
書

簡
〕

廉
凞

堂
先

生
9

月
14

日
1

通
16

.5
×

41
.4

cm
前

・
後

欠
。【

内
容

】
御

叱
正

を
冀

う
。

欧
州

行
之

詩
五

六
七

八
、

殊
に

不
妥

当
。

近
日

赤
壁

其
の

外
、

拙
稿

出
来

。
此

の
詩

御
斧

正
、

小
西

抔
へ

は
隠

微
に

願
う

。【
参

考
】受

信
者

は
大

沼
枕

山
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

75
68

〔
書

簡
〕

村
田

多
門

大
沼

尊
師

君
〔

明
治

15
年

〕
11

月
22

日
1

通
15

.6
×

36
.6

cm
年

は
『

手
紙

』
推

定
に

よ
る

。【
内

容
】

草
稿

御
添

刪
願

う
と

こ
ろ

、
速

に
御

加
評

、
御

紙
面

拝
誦

、
万

謝
。

願
い

置
く

3
編

、
序

文
認

め
下

さ
れ

有
難

し
。

御
著

述
唐

ノ
咏

史
唐

の
分

2
部

、
日

本
ノ

分
2

部
お

下
げ

下
さ

れ
た

し
。

代
価

は
近

便
に

差
し

出
す

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
76

69
〔

書
簡

〕
天

野
富

三
郎

大
沼

捨
吉

様
7

月
13

日
1

通
16

.0
×

36
.7

cm
【

内
容

】
中

元
の

祝
詞

申
し

上
げ

た
く

、
目

録
の

通
り

金
50

疋
進

上
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

77
70

〔
書

簡
〕

徳
行

房
常

照
院

々
代

大
沼

捨
吉

様
正

月
8

日
1

通
15

.6
×

53
.2

cm
【

内
容

】
来

月
5

日
よ

り
開

山
堂

講
話

始
ま

る
趣

、
何

々
の

御
講

話
、

御
書

付
に

仰
せ

下
さ

れ
た

し
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
78

71
〔

書
簡

〕
梧

窗
大

沼
先

生
8

月
13

日
1

通
16

.5
×

52
.8

cm
【

内
容

】
当

春
交

代
の

為
上

京
す

べ
き

処
、

旧
主

家
役

員
減

少
改

革
に

付
延

期
、

10
月

出
京

。
当

地
淡

水
社

も
社

員
屢

出
入

り
、

清
書

も
延

引
。

別
紙

野
調

御
正

削
な

し
下

さ
れ

た
し

。
印

紙
1

葉
封

入
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

79
【

作
成

者
補

】
加

集
寛

72
〔

書
簡

〕
三

森
三

木
雄

枕
山

大
沼

先
生

12
月

24
日

1
通

14
.2

×
47

.5
cm

【
内

容
】

御
讃

を
願

い
た

し
。

何
分

御
染

筆
願

い
上

げ
る

。
金

50
銭

御
謝

、
御

入
掌

下
さ

れ
た

し
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
80

【
作

成
者

補
】

三
森

幹
雄

73
〔

書
簡

〕
田

中
謙

五
枕

山
大

沼
先

生
10

月
17

日
1

通
16

.5
×

10
1.

0c
m

【
内

容
】

小
咏

呈
上

。
先

月
26

日
都

下
出

立
、

日
光

山
へ

参
詣

、
当

月
12

日
帰

国
。

在
府

中
種

々
御

教
授

、
多

謝
。

越
の

雪
1

筐
呈

上
、

来
月

よ
り

草
稿

差
上

げ
、

御
添

削
遊

ば
さ

れ
た

し
。【

翻
刻

】
『

来
簡

』
81

【
作

成
者

補
】

田
中

欽
斉
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74
〔

書
簡

〕
城

山
中

村
光

枕
老

夫
子

4
月

30
日

1
通

15
.6

×
30

.3
cm

【
内

容
】

杉
田

詩
狂

上
堂

に
て

御
恩

待
を

蒙
り

、
拙

生
の

文
詩

1
綴

御
斧

正
、

同
人

へ
御

投
下

、
拝

受
。

近
々

御
郢

正
願

う
。

此
の

1
葉

御
添

削
に

て
御

投
与

を
乞

う
。『

観
光

小
誌

』
の

題
、

御
添

削
を

願
う

。
濹

堤
御

看
花

ヲ
奉

羨
一

詩
、

早
々

御
斧

正
を

乞
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
82

【
作

成
者

補
】

中
村

城
山

75
〔

書
簡

〕
〔

欠
〕

〔
欠

〕
戌

年
1

通
16

.6
×

13
4.

0c
m

後
欠

。【
内

容
】一

昨
年

6
月

、近
藤

樵
香

御
入

門
、

御
厚

情
有

難
し

。
日

記
の

様
に

扣
え

置
く

物
其

の
ま

ゝ
差

上
げ

。
画

事
少

々
勉

強
、

入
用

の
詩

文
も

あ
り

。
不

学
□

聞
の

男
に

て
当

惑
。

御
筆

削
の

上
、

人
に

見
せ

申
す

べ
し

。
書

画
の

題
・

跋
は

書
物

よ
り

出
し

、
字

を
取

り
か

え
る

も
、

新
趣

向
に

困
る

。
小

生
独

学
ゆ

え
字

の
義

理
、

意
の

分
ら

ざ
る

字
あ

り
。

定
め

て
間

違
の

所
へ

入
る

文
字

あ
る

べ
し

。
委

し
く

御
示

し
下

さ
る

べ
し

。金
20

0
疋

差
上

げ
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
12

4
76

〔
書

簡
〕

山
田

七
郎

左
衛

門
・

鉄
外

道
人

益

大
沼

枕
山

老
先

生
6

月
23

日
1

通
16

.6
×

46
.4

cm
前

・
後

欠
。【

内
容

】
御

添
削

御
願

事
申

し
上

げ
た

し
。（

近
藤

）
樵

香
老

人
も

去
秋

下
世

。【
翻

刻
】

『
来

簡
』

83
77

〔
書

簡
〕

羆
枕

山
先

生
〔

文
久

3
年

〕
8

月
25

日
1

通
（

2
枚

合
1

枚
）

16
.6

×
90

.1
cm

（
補

紙
を

含
む

。
各

紙
①

16
.5

×
37

.5
cm

②
16

.6
×

54
.0

cm
）

年
は『

手
紙

』に
よ

る
。

前
・

途
中

欠
。【

内
容

】〔
大

〕
坂

の
文

林
も

大
寂

寥
。（

牧
）百

峰
、（

貫
名

）海
屋

、
（

遠
山

）
雲

如
下

世
。

一
昨

日
（

広
瀬

）
旭

荘
の

訃
を

聞
く

。（
池

内
）

陶
所

、（
家

里
）

松
島

憐
む

べ
き

の
至

り
。

先
生

御
勉

強
、

一
糸

の
文

系
を

相
続

下
さ

れ
た

し
。『

仏
山

堂
二

集
』具

草
、請

政
。（

植
村

）
蘆

洲
新

刻
の

詩
拝

見
。

塚
本

生
突

然
の

来
示

。
（

村
上

）
仏

山
へ

の
御

送
物

、
後

便
此

方
へ

御
こ

し
下

さ
る

べ
し

。
毅

堂
兄

御
序

煩
わ

す
。（

途
中

欠
部

分
前

に「
川

部
生

」な
る

人
名

あ
り

。）【
翻

刻
】

『
来

簡
』

8【
参

考
】

牧
百

峰
・

貫
名

海
屋

・
遠

山
雲

如
・

広
瀬

旭
荘

は
文

久
3

年
没

。【
作

成
者

補
】

作
成

者
は

河
野

銕
兜

か
（『

手
紙

』
推

定
に

よ
る

）。
78

〔
書

簡
〕

酔
月

枕
山

先
生

2
月

26
日

1
通

18
.5

×
75

.7
cm

【
内

容
】

佳
品

頂
戴

、
奉

謝
。

旧
作

の
絶

句
認

め
差

し
上

げ
、

御
添

削
の

上
、

4、
5

首
御

加
え

の
程

希
う

。
家

来
詩

作
、

1
首

に
て

も
御

加
え

願
い

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
10

【
作

成
者

補
】

中
島

沙
山

79
〔

書
簡

〕
和

南
〔

欠
〕

晩
秋

16
日

1
通

16
.7

×
66

.7
cm

【
内

容
】

五
弓

（
雪

窓
）

子
参

堂
、来

由
承

知
の

所
、

不
慮

不
幸

の
次

第
、

気
の

毒
千

万
。

先
生

よ
り

御
添

書
あ

れ
ば

大
宝

に
も

承
諾

致
さ

す
。

然
る

べ
く

御
取

扱
い

願
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
11

7【
作

成
者

補
】

嵩
和

南
80

〔
書

簡
〕

〔
欠

〕
〔

欠
〕

1
通

19
.3

×
28

.0
cm

【
内

容
】

河
口

倫
二

よ
り

御
内

願
申

し
置

く
通

り
、

15
人

扶
持

御
贈

、
客

卿
の

振
合

に
て

隔
月

古
河

表
へ

御
出

で
願

う
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

12
0
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81
〔

書
簡

〕
柳

圃
寧

枕
山

先
生

4
月

14
日

1
通

15
.9

×
54

.5
cm

【
内

容
】

服
沙

（
袱

紗
）

2
ツ

落
成

。
泰

宗
寺

方
丈

よ
り

申
し

来
た

る
。

此
の

者
に

付
与

下
さ

る
べ

し
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
3【

作
成

者
補

】
福

島
柳

圃
82

〔
書

簡
〕

福
島

寧
枕

山
老

先
生

9
月

25
日

1
通

15
.5

×
43

.8
cm

【
内

容
】貴

嘱
の

画
認

め
差

上
げ

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
4【

作
成

者
補

】
福

島
柳

圃
83

〔
書

簡
〕

乙
彦

枕
山

先
生

2
月

23
日

1
通

15
.1

×
32

.5
cm

【
内

容
】

鴻
巣

在
よ

り
碑

文
頼

み
。

当
人

直
に

尊
堂

に
差

上
げ

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
5【

作
成

者
補

】
萩

原
乙

彦
（『

手
紙

』
推

定
に

よ
る

）
84

〔
書

簡
〕

教
政

枕
山

先
生

11
月

4
日

1
通

17
.8

×
43

.4
cm

【
内

容
】

別
紙

草
稿

願
う

。
恩

田
生

よ
り

願
の

『
書

画
帖

』絹
の

義
、拝

承
。

粗
絹

呈
上

。
御

揮
毫

希
う

。
【

翻
刻

】『
来

簡
』

6
85

〔
書

簡
〕

竹
原

修
一

郎
脇

坂
揖

水
内

大
沼

捨
吉

様
11

月
28

日
1

通
16

.3
×

52
.0

cm
【

内
容

】
詩

稿
此

の
も

の
へ

付
し

下
さ

る
様

、
仕

り
た

く
存

ず
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

7【
参

考
】

脇
坂

揖
水

は
脇

坂
安

宅
の

こ
と

。
86

〔
書

簡
〕

〔
奥

原
晴

湖
〕

〔
欠

〕
3

月
24

日
1

通
23

.8
×

30
.4

cm
作

成
者

（
発

信
者

）
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】
小

生
老

境
に

入
り

て
よ

り
詩

章
も

放
却

、（
渡

辺
）

青
嵐

草
稿

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

12
5

87
〔

書
簡

〕
児

島
韶

斎
玉

川
小

野
路

村
枕

山
老

先
生

〔
文

久
3

年
〕

7
月

11
日

1
通

16
.0

×
32

.3
cm

年
は

『
手

紙
』

に
よ

る
。【

内
容

】
拙

章
差

上
げ

。
斧

正
下

さ
れ

れ
ば

、
此

の
賤

价
へ

下
さ

る
べ

し
。

外
、

銕
扇

3
握

、
御

揮
毫

願
い

上
げ

る
。

寸
謝

酒
価

壱
封

呈
上

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
32

【
作

成
者

補
】

小
島

為
政

88
〔

書
簡

〕
梅

痴
枕

山
雅

伯
〔

弘
化

3
年

〕
6

月
17

日
1

通
16

.9
×

75
.3

cm
年

は
『

手
紙

』
に

よ
る

。【
内

容
】

五
翁

観
蓮

の
儀

、整
本

差
し

越
す

故
、2

00
疋

と
り

き
み

（
マ

マ
）

申
す

。
咏

物
製

本
、

此
の

度
は

上
出

来
。

阿
波

へ
も

遣
わ

し
た

く
5、

6
部

拙
方

へ
お

遣
わ

し
の

程
希

い
上

げ
る

。
五

翁
子

息
に

頼
み

讃
州

へ
遣

わ
し

た
し

。
近

作
5

首
何

迪
、（

小
野

）
湖

山
へ

も
見

せ
、十

分
に

推
稿

（
マ

マ
）

下
さ

れ
大

痴
帰

山
の

節
、

遣
わ

し
下

さ
る

べ
し

。
絶

句
4

首
久

馬
へ

見
せ

る
べ

き
と

こ
ろ

草
稿

紛
失

、
御

許
へ

差
し

出
し

置
く

を
御

遣
わ

し
の

程
希

う
。

懐
の

屏
風

集
の

催
、

新
趣

向
面

白
し

。
拙

の
詩

、
愚

意
を

懐
ま

で
述

べ
置

く
。『

玉
池

集
』

へ
出

る
詩

は
刪

た
し

。
御

斧
正

願
い

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

56
【

参
考

】『
下

谷
叢

話
』

は
、

弘
化

4
年

の
も

の
と

推
定

。
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89
〔

書
簡

〕
荻

野
広

介
高

井
三

九
郎

様
〔

安
政

4
年

〕
7

月
14

日
1

通
16

.0
×

77
.7

cm
年

は
『

手
紙

』
推

定
に

よ
る

。【
内

容
】

大
沼

枕
山

先
生

貴
地

遊
歴

、
尊

家
へ

罷
り

出
で

る
。

何
分

御
引

き
立

て
願

い
上

げ
る

。【
参

考
】

受
信

者
は

高
井

鴻
山

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
13

5
90

〔
書

簡
〕

枕
山

大
沼

厚
春

濤
先

生
1

通
21

.0
×

15
.0

cm
【

内
容

】
漢

詩
「

新
禧

答
賀

　
春

濤
先

生
」。

先
日

は
御

厚
志

有
難

く
拝

受
。【

翻
刻

】『
来

簡
』1

32【
参

考
】

受
信

者
は

森
春

濤
。

91
〔

詩
稿

〕
小

野
愿

〔
明

治
24

年
〕

1
枚

23
.7

×
14

.6
cm

（
旧

台
紙

裏
朱

書
切

抜
8.

1
×

2.
4c

m
）

楠
荘

三
郎

朱
書

「
湖

山
詩

」
と

あ
り

。
旧

台
紙

裏
に

楠
荘

三
郎

朱
書

「
幅

大
　

特
大

　
第

一
巻

」
と

あ
り

。【
内

容
】漢

詩「
哭

枕
山

老
友

二
首

」【
翻

刻
】

『
来

簡
』

14
5【

参
考

】
大

沼
枕

山
は

明
治

24
年

没
。【

作
成

者
補

】
小

野
湖

山
92

〔
書

簡
〕

説
凞

堂
盟

台
〔

安
政

2
年

〕
11

月
7

日
1

通
27

.7
×

40
.2

cm
年

は
『

手
紙

』
推

定
に

よ
る

。【
内

容
】

藤
川

生
一

件
多

謝
。（

宗
像

）
蘆

屋
先

生
如

何
。

水
野

生
南

総
得

失
如

何
。（

竹
内

）
雲

濤
帰

府
、真

偽
如

何
。

御
内

君
様

御
病

体
如

何
。（

久
米

）
習

斎
・（

松
村

）
朴

斎
唫

詩
出

精
。

羅
漢

渡
海

詩
、

謄
写

呈
上

。
愚

作
雷

覧
に

1
首

も
無

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』8

4【
参

考
】

受
信

者
は

大
沼

枕
山

。
竹

内
雲

濤
は

文
久

2
年

没
。

93
〔

書
簡

〕
逸

見
庄

左
衛

門
大

沼
阿

嘉
禰

様
〔

明
治

24
年

〕
11

月
15

日
1

通
15

.8
×

77
.0

cm
年

は『
手

紙
』に

よ
る

。【
内

容
】枕

山
の

悔
み

状【
翻

刻
】『

来
簡

』
13

6【
参

考
】

大
沼

枕
山

は
明

治
24

年
没

。【
作

成
者

補
】

逸
見

魯
斎

94
〔

書
簡

〕
鼎

象
大

沼
嘉

禰
様

明
治

25
年

2
月

25
日

1
通

15
.7

×
50

.8
cm

【
内

容
】

衆
議

院
議

員
改

撰
に

て
加

藤
政

之
助

（
鴻

巣
の

政
治

家
）

氏
な

る
者

当
撰

。
同

氏
へ

賀
し

た
く

別
紙

へ
1

律
を

賦
す

。
郵

書
を

以
て

御
点

刪
願

い
上

げ
る

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
13

7【
作

成
者

補
】

吉
川

鼎
象

95
〔

書
簡

〕
鱸

采
蘭

大
沼

先
生

11
月

14
日

1
通

16
.7

×
41

.4
cm

【
内

容
】

半
切

幷
小

切
2

枚
、

御
書

状
1

通
、

御
潤

筆
20

0
疋

落
手

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
85

96
〔

書
簡

〕
木

内
源

五
郎

枕
山

先
生

11
月

7
日

1
通

15
.8

×
14

.4
cm

前
欠

。
請

求
記

号
枝

番
6

の
末

尾
部

分
。【

内
容

】
請

求
記

号
枝

番
6

参
照

。【
翻

刻
】『

来
簡

』6
0【

作
成

者
補

】
木

内
芳

軒
97

〔
書

簡
〕

誠
枕

山
老

先
生

5
月

22
日

1
通

19
.6

×
24

.0
cm

【
内

容
】『

晩
翠

詩
巻

』、
金

2
円

差
上

げ
、

御
刪

正
を

乞
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
86

【
作

成
者

補
】

杉
浦

梅
潭



請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考
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98
〔

書
簡

〕
丸

山
乙

人
枕

山
老

先
生

戊
（

文
久

2
年

）
閏

8
月

10
日

1
通

15
.9

×
14

0.
4c

m
年

は
閏

月
に

よ
る

。【
内

容
】

当
地

盆
前

よ
り

麻
疹

流
行

、
此

節
こ

ろ
り

、
即

倒
処

々
、

村
々

号
叫

、
念

仏
や

ら
鉄

砲
と

か
狂

走
。

拙
寺

も
残

ら
ず

麻
疹

。
盆

後
詩

集
取

り
調

べ
、

乙
巻

1
冊

差
し

上
げ

、
御

改
正

願
い

上
げ

る
。

唐
松

山
人

之
遺

稿
御

覧
下

さ
れ

御
返

し
下

さ
れ

た
し

。
山

田
三

郎
（

三
川

）・
高

崎
飯

野
金

八
逝

去
。

実
説

な
ら

ば
痛

ま
し

き
事

。
松

靄
老

人
（

釈
亮

順
）

へ
先

生
の

詩
集

差
し

遣
わ

し
た

し
。

不
破

（
習

斎
）

氏
風

流
怠

ら
ざ

る
や

。
何

れ
拙

集
の

序
文

か
題

詩
長

篇
に

て
も

願
い

上
げ

た
し

。
18

才
よ

り
是

迄
5

巻
出

来
、御

点
校

希
う

。
【

翻
刻

】『
来

簡
』

92
99

〔
書

簡
〕

大
橋

和
太

夫
枕

山
先

生
8

月
18

日
1

通
16

.4
×

40
.5

cm
前

・
後

欠
。【

内
容

】
壱

封
献

呈
。

草
稿

御
斧

正
下

さ
れ

れ
ば

、
本

郷
邸

追
分

門
内

に
定

飛
脚

3
度

在
り

、御
指

し
出

し
下

さ
る

べ
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
93

10
0

〔
書

簡
〕

鄰
大

沼
老

先
生

7
月

8
日

1
通

16
.7

×
41

.8
cm

【
内

容
】佳

酒
御

恵
投

万
謝

。
貴

稿
版

下
差

し
出

し
、

御
慮

校
頼

む
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

53
【

作
成

者
補

】
門

田
撲

斎
10

1
〔

書
簡

〕
坂

田
後

所
大

沼
枕

山
先

生
初

秋
16

日
1

通
15

.0
×

71
.3

cm
【

内
容

】
旧

冬
御

染
筆

成
し

下
さ

れ
有

難
し

。
好

便
無

く
、

彼
是

と
取

り
紛

れ
、

遅
答

仕
る

段
、

御
仁

免
下

さ
る

べ
し

。
一

位
刀

掛
呈

上
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

57
10

2
〔

題
簽

〕
〔

大
沼

枕
山

〕
1

枚
15

.0
×

2.
7c

m
楠

荘
三

郎
朱

書
「

六
家

詩
鈔

　
六

冊
　

枕
山

筆
」

と
あ

り
。

作
成

者
は

楠
荘

三
郎

朱
書

に
よ

る
。【

内
容

】「
六

家
詩

鈔
　

六
冊

」
題

簽
。「

大
日

本
□

蔭
」

「
枕

山
書

房
」

印
あ

り
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

14
6

10
3

〔
書

簡
〕

中
根

聞
大

沼
老

先
生

9
月

15
日

1
通

16
.2

×
42

.5
cm

【
内

容
】

草
稿

御
添

削
、

大
謝

。
拙

稿
も

御
覧

下
さ

れ
厚

謝
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

55
【

作
成

者
補

】
中

根
半

嶺
10

4
〔

書
簡

〕
武

田
大

沼
老

師
〔

明
治

3
年

〕
17

日
1

通
17

.5
×

89
.5

cm
前

欠
。

年
は

『
手

紙
』

推
定

に
よ

る
。【

内
容

】
横

浜
へ

出
張

。
1

通
お

手
元

へ
さ

し
上

げ
、

御
直

し
下

さ
る

べ
し

。
南

部
侯

よ
り

御
建

白
。

宇
和

島
小

早
川

巻
蔵

先
生

、
尊

館
へ

伺
い

、
篤

と
御

相
談

願
い

上
げ

る
。

21
日

南
部

侯
家

老
衆

、
深

川
松

本
迄

出
向

、
先

生
同

日
御

出
張

願
い

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

1【
参

考
】『

手
紙

』
20

3
頁

。
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10
5

〔
書

簡
〕

龍
門

寺
大

沼
老

先
生

酉
（

文
久

元
年

）
10

月
8

日
1

通
16

.3
×

16
6.

7c
m

年
は

『
手

紙
』

推
定

に
よ

る
。【

内
容

】（
大

音
）

龍
太

郎
、

拙
寺

に
4、

50
日

程
も

滞
留

、
毎

度
困

り
入

る
仁

物
。

此
の

節
北

越
・

陸
州

へ
差

し
向

け
る

。
去

年
来

よ
り

の
愚

作
御

改
刪

願
い

上
げ

る
。

風
呂

敷
1

片
、

金
20

0
疋

進
呈

。
来

早
春

出
府

。
高

崎
飯

野
氏

も
此

間
良

久
見

ず
、

俗
縁

に
世

話
を

任
す

。
落

花
詩

御
改

正
、

御
丁

寧
御

覧
下

さ
れ

、
拝

謝
。

愚
作

、
久

米
子

作
、

龍
太

郎
作

、
竹

内
一

角
へ

遣
わ

す
処

、
格

別
当

人
も

喜
も

致
さ

ず
。

金
洞

の
山

下
に

て
愚

天
狗

殿
痼

執
故

、
右

様
と

見
え

申
す

。
一

角
当

人
の

作
は

愚
作

。
都

下
先

生
に

は
一

覧
を

乞
わ

ざ
る

由
。

上
州

は
随

分
天

狗
沢

山
。

松
靄

上
人

も
田

舎
で

は
老

上
人

。
宗

風
に

て
大

名
の

様
の

勢
威

。
藤

森（
天

山
）老

人
秋

来
俗

筆
揮

う
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
58

【
作

成
者

補
】

牧
野

再
龍

10
6

〔
書

簡
〕

信
正

枕
山

老
先

生
4

月
11

日
1

通
19

.6
×

56
.7

cm
【

内
容

】
12

日
午

後
4

時
半

、
枕

橋
八

百
松

楼
に

て
鎌

田
酔

石
、

杉
浦

梅
潭

等
小

集
催

す
。

御
立

ち
寄

り
下

さ
れ

れ
ば

有
難

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

31
10

7
〔

書
簡

〕
嵩

俊
海

枕
山

老
先

生
〔

明
治

21
年

〕
7

月
19

日
1

通
16

.4
×

73
.9

cm
年

は
『

手
紙

』
に

よ
る

。【
内

容
】

拙
詩

毎
々

御
細

正
御

礼
。

南
朝

6
枚

御
揮

毫
有

難
し

。
一

、
文

兆
の

費
長

房
画

賛
1

幅
、

一
、

鯉
の

御
詩

水
か

滝
か

鯉
に

近
く

親
し

き
語

御
禄

（
マ

マ
）

し
を

願
い

上
げ

る
。

外
に

半
切

。
右

御
見

当
の

節
御

願
い

申
し

上
げ

る
。

牧
山

翁
の

次
韻

、
後

便
御

斧
正

願
い

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

29
【

作
成

者
補

】
嵩

古
香

10
8

〔
書

簡
〕

嵩
俊

海
凞

堂
夫

子
〔

明
治

23
年

〕
1

月
5

日
1

通
16

.5
×

66
.2

cm
年

は
『

手
紙

』
に

よ
る

。【
内

容
】

50
年

前
の

御
作

拝
記

。
帰

路
失

却
、

残
念

。
風

呂
敷

・
ヤ

タ
テ

請
取

り
。

ヤ
タ

テ
は

途
中

に
お

と
し

残
念

。
13

歳
の

折
求

め
る

旧
物

、旧
思

あ
る

品
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

30
【

参
考

】
受

信
者

は
大

沼
枕

山
。【

作
成

者
補

】
嵩

古
香

10
9

〔
書

簡
〕

俊
海

枕
翁

大
夫

子
〔

明
治

24
年

〕
4

月
19

日
1

通
16

.0
×

83
.8

cm
年

は
『

手
紙

』
に

よ
る

。【
内

容
】

拙
作

1
綴

御
厳

正
を

乞
う

。
春

山
会

帰
り

に
（

堀
口

）
藍

園
を

訪
ね

2
宿

。
2

宿
目

に
盗

に
逢

い
、

衣
物

を
奪

い
去

ら
れ

、
藍

園
翁

衣
物

を
借

り
帰

山
。

御
正

を
得

、
藍

園
に

寄
示

す
る

心
得

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
2【

作
成

者
補

】
嵩

古
香

11
0

〔
詩

稿
〕

拈
華

主
老

梅
痴

1
枚

24
.0

×
34

.5
cm

【
内

容
】

漢
詩

「
柳

枝
」（

「
送

雲
如

之
京

師
」）

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
14

3
11

1
〔

書
簡

〕
茂

徳
枕

山
先

生
6

月
19

日
1

通
15

.7
×

44
.8

cm
【

内
容

】
拙

作
2、

3
首

御
覧

に
備

う
。

御
改

正
願

い
上

げ
る

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
27



請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考
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11
2

〔
書

簡
〕

嘉
代

御
新

も
じ

様
3

月
12

日
1

通
16

.0
×

98
.7

cm
【

内
容

】
帰

宅
後

御
礼

書
状

差
し

上
げ

る
所

、
4、

5（
日

）
置

（
マ

マ
）

不
快

、
3、

40
日

ふ
せ

り
、

其
の

中
に

て
ふ

し
ん

等
差

合
、

御
礼

書
状

差
し

上
げ

申
さ

ず
お

そ
れ

入
る

。
三

九
郎

事
差

し
向

け
、

先
生

へ
願

い
、

高
崎

殊
の

外
よ

ろ
し

か
ら

ず
、

当
人

も
先

生
へ

願
い

た
く

、
私

も
同

心
。

御
引

き
受

け
下

さ
れ

れ
ば

安
心

。
届

か
ぬ

も
の

ゆ
へ

御
せ

わ
さ

ま
の

御
事

何
分

願
う

。
此

節
か

ら
何

品
に

て
も

高
直

御
さ

つ
し

申
し

上
げ

る
。

と
か

く
す

ぐ
れ

ず
、

延
引

お
そ

れ
入

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』1

38
【

参
考

】
受

信
者

は
大

沼
新

吉
。

11
3

〔
書

簡
〕

厚
〔

欠
〕

12
月

6
日

1
通

19
.7

×
72

.3
cm

【
内

容
】

金
10

0
疋

御
目

録
下

し
置

か
れ

恐
れ

入
る

。
小

生
も

一
両

日
風

邪
、

略
筆

恐
れ

入
る

。
確

公
の

事
御

心
配

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
13

0【
作

成
者

補
】

大
沼

枕
山

11
4

〔
書

簡
〕

柳
所

枕
山

夫
子

7
月

3
日

1
枚

16
.1

×
39

.2
cm

【
内

容
】

詩
箋

御
揮

毫
下

さ
れ

れ
ば

、
此

も
の

へ
お

渡
し

下
さ

れ
た

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

18
【

作
成

者
補

】
田

口
柳

所
11

5
〔

書
簡

〕
五

山
桐

孫
枕

山
詞

契
臘

月
（

12
月

）
29

日
1

通
16

.2
×

19
.8

cm
【

内
容

】
金

1
円

、
梅

上
人

よ
り

歳
晩

御
祝

詞
と

し
て

御
恵

投
、

有
難

く
拝

受
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

19
【

作
成

者
補

】
菊

池
五

山
11

6
〔

書
簡

〕
植

村
義

夫
子

癸
亥

人
日

（
文

久
3

年
1

月
7

日
）

1
通

17
.2

×
59

.1
cm

【
内

容
】

年
賀

状
。

新
年

吉
祥

、
御

清
福

恐
賀

。
詩

は
刻

り
上

が
り

、行
違

い
有

り
、恐

れ
入

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

20
【

作
成

者
補

】
植

村
蘆

洲
11

7
〔

書
簡

〕
弘

道
大

沼
老

師
12

月
6

日
1

通
17

.6
×

49
.4

cm
【

内
容

】
御

厚
配

の
確

堂
老

一
条

、
埒

明
け

ず
、

困
却

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
22

【
作

成
者

補
】

関
雪

江
11

8
〔

書
簡

〕
大

槻
恕

大
沼

先
生

3
月

9
日

1
通

16
.1

×
54

.7
cm

作
成

者
姓

は
端

裏
書

に
よ

る
。

端
裏

に
「

大
沼

枕
山

先
生

侍
史

大
槻

恕
拝

」
と

あ
り

。【
内

容
】

愚
稿

差
上

げ
。

御
加

正
下

さ
れ

た
し

。
先

稿
御

披
覧

済
め

ば
、痴

堂
（

関
根

痴
堂

か
。『

手
紙

』
に

よ
る

）
へ

托
し

下
さ

れ
た

し
。金

50
疋

拝
呈

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
21

11
9

〔
書

簡
〕

存
枕

翁
3

月
12

日
1

通
15

.4
×

74
.7

cm
【

内
容

】
画

帖
染

筆
出

来
な

さ
れ

ば
、

此
の

使
へ

お
渡

し
下

さ
れ

た
し

。
明

日
は

本
師

忌
日

の
追

善
、

御
高

来
待

ち
上

げ
る

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
28
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12
0

〔
書

簡
〕

秋
葉

誠
枕

山
大

沼
先

生
〔

嘉
永

4
年

〕
3

月
3

日
1

通
（

2
枚

合
1

枚
）

16
.4

×
42

.2
cm

（
補

紙
含

む
。

各
紙

①
16

.3
×

5.
4c

m
②

16
.4

×
34

.1
cm

）

年
は

『
手

紙
』

推
定

に
よ

る
。【

内
容

】
早

春
よ

り
諸

事
繁

多
、一

詩
も

な
く

申
訳

無
し

。『
同

人
集

』
後

篇
へ

の
詩

集
め

届
け

る
べ

き
処

、
延

引
申

訳
な

し
。

間
に

合
え

ば
沙

山
・

豈
茅

・
誠

・
愚

詩
穿

鑿
の

上
、

加
入

願
い

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

25
【

参
考

】『
同

人
集

』
二

編
は

、嘉
永

4
年

序
。【

作
成

者
補

】
秋

葉
格

非
12

1
〔

書
簡

〕
中

田
鷗

隣
大

沼
枕

山
老

先
生

1
月

9
日

1
通

18
.6

×
29

.3
cm

【
内

容
】別

紙
刪

正
願

い
上

げ
る

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
26

12
2

〔
書

簡
〕

〔
欠

〕
〔

欠
〕

1
通

20
.3

×
47

.9
cm

後
欠

。【
内

容
】

老
先

生
に

御
和

韻
成

し
下

さ
れ

る
様

、
小

生
迄

依
頼

。
本

月
中

に
1

首
御

口
吟

願
い

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
12

1
12

3
〔

書
簡

〕
大

沼
厚

佐
木

様
御

用
人

中
様

17
日

1
通

16
.3

×
25

.0
cm

【
内

容
】先

日
の

件
々

敬
諾

。御
帳

箱
返

上
。【

翻
刻

】
『

来
簡

』
13

1【
作

成
者

補
】

大
沼

枕
山

12
4

〔
書

簡
〕

柴
田

東
海

磐
城

国
菊

多
郡

植
田

村
常

春
院

大
沼

枕
山

大
先

生
6

月
19

日
1

通
13

.7
×

39
.7

cm
【

内
容

】
中

尾
張

よ
り

帰
錫

の
節

御
伺

い
。

浅
井

義
円

老
尼

よ
り

頼
み

に
付

、
先

生
書

跡
願

う
処

、
御

認
め

の
上

、
尾

国
へ

御
送

り
下

さ
る

由
。

至
急

1
詩

庵
主

へ
御

送
り

下
さ

れ
た

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

24
12

5
〔

詩
稿

〕
前

沢
雄

丞
上

総
〔

明
治

24
年

〕
1

枚
16

.5
×

16
.6

cm
年

は
内

容
に

よ
る

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

前
沢

」
と

あ
り

。【
内

容
】漢

詩「
奉

弔
慰

大
沼

老
仙

」。【
翻

刻
】

『
来

簡
』1

44
【

参
考

】大
沼

枕
山

は
明

治
24

年
没

。
12

6
〔

書
簡

〕
関

思
敬

枕
山

大
先

生
2

月
25

日
1

通
17

.2
×

47
.5

cm
【

内
容

】
明

早
天

気
な

ら
ば

陪
遊

願
う

。
松

岡
よ

り
大

合
作

に
調

印
致

す
様

申
し

来
た

る
。

此
の

も
の

へ
御

附
与

願
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
23

【
作

成
者

補
】

関
雪

江
12

7
〔

書
簡

〕
老

母
大

沼
様

巳
（

明
治

2
年

）
1

月
18

日
1

通
15

.8
×

12
6.

5c
m

年
は『

手
紙

』推
定

に
よ

る
。【

内
容

】（
鈴

木
）松

塘
、

昨
8

月
出

府
、

霜
月

中
か

な
ら

ず
帰

る
と

申
し

出
府

。
極

月
に

成
り

て
も

帰
ら

ず
。

時
節

が
ら

心
配

。
松

塘
参

り
次

だ
へ

（
次

第
）、

早
速

帰
宅

す
る

様
申

し
伝

え
下

さ
る

様
願

う
。（

小
野

）
湖

山
先

生
よ

り
松

塘
後

妻
へ

御
手

紙
。

松
塘

後
妻

も
心

配
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
9【

作
成

者
補

】
鈴

木
松

塘
母

12
8

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
松

平
康

民
本

郷
竜

岡
町

8
番

地
大

沼
厚

殿
中

御
徒

町
3

丁
目

71
番

地

〔
明

治
21

年
〕

11
月

7
日

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
舎

弟
斎

、今
回

別
家

、
華

族
に

列
し

男
爵

を
授

か
る

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
52

12
9

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
中

川
泰

横
浜

港
太

田
赤

門
前

大
沼

枕
山

先
生

東
京

下
谷

区
中

御
徒

町
3

丁
目

〔
明

治
21

年
〕

5
月

19
日

1
枚

14
.1

×
9.

2c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
本

月
6

日
愚

稿
持

参
の

折
、

下
妻

御
出

張
、

拝
眉

を
得

ず
残

意
。

御
添

削
御

送
付

下
さ

る
べ

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

51
【

作
成

者
補

】
中

川
泰

葊
13

0
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

〔
浜

村
大

澥
〕

〔
東

京
向

島
須

崎
村

49
番

地
〕

大
沼

枕
山

先
生

下
谷

中
徒

士
町

3
丁

目
71

番
地

〔
明

治
19

年
〕

6
月

6
日

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

差
出

人
氏

名
・

住
所

は
印

。年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
過

日
は

枉
駕

、
祝

寿
の

御
高

作
下

し
置

か
れ

有
難

し
。

安
田

氏
歓

楽
図

題
詞

出
来

、
小

子
へ

御
一

声
願

い
上

げ
る

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
50

【
作

成
者

補
】

4
世

浜
村

蔵
六
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13
1

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

川
口

嘉
〕

〔
本

郷
区

駒
込

西
片

町
10

番
地

〕

大
沼

枕
山

様
下

谷
御

徒
士

町
3

丁
目

71
番

地

〔
明

治
19

年
〕

2
月

2
日

1
枚

14
.1

×
8.

8c
m

差
出

人
氏

名
・

住
所

は
印

。年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
客

歳
願

い
置

く
高

吟
頂

戴
。

一
両

日
中

使
の

者
差

し
出

す
。御

渡
下

さ
れ

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
49

13
2

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
八

木
郁

二
播

州
印

南
郡

大
塩

大
沼

枕
山

先
生

東
京

下
谷

中
御

徒
士

町
3

丁
目

71
番

地

〔
明

治
20

年
〕

6
月

21
日

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
愚

稿
御

返
戻

、
一

昨
晩

接
手

。御
細

意
に

雌
黄

を
願

い
拝

謝
。【

翻
刻

】
『

来
簡

』
48

13
3

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
八

木
郁

二
播

州
印

南
郡

大
塩

村
大

沼
枕

山
先

生
東

京
下

谷
中

御
徒

士
町

3
丁

目
71

番
地

〔
明

治
20

年
〕

6
月

19
日

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。

6
月

22
日

付
消

印
も

あ
り

。
【

内
容

】
愚

稿
御

正
斧

済
成

れ
ば

御
返

附
待

ち
上

げ
る

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
47

13
4

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
井

沢
藤

吉
郎

大
門

在
寺

山
村

大
沼

枕
山

先
生

東
京

下
谷

仲
御

徒
士

町
〔

明
治

17
年

〕
11

月
2

日
1

枚
14

.2
×

9.
0c

m
年

は
消

印
に

よ
る

。
同

月
3

日
付

消
印

も
あ

り
。

【
内

容
】

半
折

2
葉

、
額

面
4

枚
本

月
4

日
迄

に
御

認
め

置
き

給
わ

り
た

し
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

46
13

5
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

髙
木

貞
一

ミ
ノ

高
須

大
沼

枕
山

先
生

東
京

下
谷

区
仲

御
徒

士
町

3
丁

目
71

番
地

〔
明

治
20

年
〕

8
月

21
日

1
枚

14
.1

×
9.

0c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。

同
月

22
日

・
24

日
付

消
印

も
あ

り
。【

内
容

】
碑

文
付

標
語

贈
ら

る
。

碑
と

と
も

に
不

朽
。

別
編

の
冊

子
、

永
く

後
人

を
し

て
知

ら
し

む
べ

く
、

更
に

簡
単

な
る

一
語

を
請

う
。

【
翻

刻
】『

来
簡

』
45

13
6

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
細

野
喜

代
四

郎
神

奈
川

県
南

多
摩

郡
小

川
村

大
沼

枕
山

先
生

東
京

下
谷

仲
御

徒
町

通
り

3
丁

目
71

番
地

〔
明

治
〕

19
年

1
月

5
日

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

【
内

容
】

年
賀

状
。

蕪
稿

、
御

添
削

の
上

御
返

稿
下

さ
れ

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
44

13
7

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
窪

全
亮

神
奈

川
県

南
多

摩
郡

東
長

沼
村

枕
山

大
沼

先
生

東
京

下
谷

仲
御

徒
士

町
3

丁
目

71
番

地

丁
亥

（
明

治
20

年
）

1
月

元
朝

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

【
内

容
】

年
賀

状
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

43

13
8

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
松

久
禹

門
遠

州
引

佐
郡

奥
山

村
大

沼
枕

山
老

大
仙

東
京

下
谷

区
中

御
徒

町
通

リ
71

番
地

〔
明

治
17

年
〕

12
月

5
日

1
枚

14
.1

×
9.

1c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
吉

野
行

唫
詠

、
御

認
め

下
さ

れ
有

難
し

。
速

に
吉

野
へ

逓
送

、
来

春
小

冊
子

に
成

る
べ

し
。「

東
京

楽
事

」
廃

却
の

由
、

万
一

御
扣

の
古

書
も

御
不

用
有

ら
ば

願
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
42

13
9

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
宮

木
経

吉
金

杉
村

88
番

地
大

沼
枕

山
様

下
谷

仲
御

徒
町

3
丁

目
71

番
地

〔
明

治
21

年
〕

1
月

17
日

1
枚

14
.2

×
9.

0c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】『
大

日
本

史
』

遣
わ

し
下

さ
れ

奉
謝

。
資

朝
卿

詩
碑

其
の

内
頂

戴
に

罷
り

在
り

、御
見

出
だ

し
下

さ
れ

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
41
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14
0

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

蘆
名

雪
江

〕
〔

東
京

荏
原

郡
大

井
村

24
8

番
地

〕

大
沼

枕
山

先
生

下
谷

仲
徒

町
71

番
地

〔
明

治
22

年
〕

11
月

7
日

1
枚

14
.2

×
8.

9c
m

差
出

人
氏

名
・

住
所

は
印

。年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
過

日
願

い
の

草
稿

、
10

日
頂

戴
に

人
指

し
上

げ
、

其
の

剋
（

マ
マ

）
迄

に
御

添
削

御
渡

し
成

し
下

さ
れ

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
40

14
1

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
依

田
稼

堂
信

南
佐

久
郡

野
沢

寓
大

沼
枕

山
先

生
東

京
下

谷
仲

御
徒

士
町

通
リ

3
丁

目
71

番
地

7
月

12
日

1
枚

14
.3

×
9.

0c
m

【
内

容
】

野
沢

吟
社

も
農

事
に

て
来

8
月

迄
は

草
稿

出
来

ず
。

拙
者

社
中

跡
部

村
茂

原
周

助
よ

り
6

月
14

日
出

に
て

臼
田

嚶
々

吟
社

の
集

差
し

上
げ

。
御

報
下

し
置

か
れ

ず
茂

原
心

配
。

御
添

削
御

返
し

願
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
39

14
2

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

信
夫

粲
〕

〔
東

京
本

所
区

亀
沢

1
丁

目
51

番
地

〕

大
沼

枕
山

先
生

下
谷

中
徒

士
町

3
丁

目
71

番
地

〔
明

治
21

年
〕

1
月

12
日

1
枚

14
.1

×
9.

0c
m

差
出

人
氏

名
・

住
所

は
印

、年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
今

日
瑞

輪
寺

清
兮

上
人

（
吉

川
日

鑑
）

法
事

、
必

ず
御

出
で

願
う

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
38

【
作

成
者

補
】

信
夫

恕
軒

14
3

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
渡

辺
華

洲
北

総
岡

田
郡

花
色

村
大

沼
枕

山
先

生
東

京
下

谷
仲

徒
町

71
番

地

〔
明

治
17

年
〕

11
月

3
日

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
此

程
松

田
氏

を
以

て
督

促
状

差
上

げ
。

先
生

御
閲

了
の

御
書

到
来

。
松

田
よ

り
差

上
げ

は
僕

の
軽

忽
。

御
取

り
消

し
下

さ
れ

た
し

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
37

14
4

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
黒

原
和

友
芝

区
白

金
台

町
1

丁
目

9
番

地

大
沼

枕
山

先
生

下
谷

仲
徒

士
町

3
丁

目
71

番

〔
明

治
20

年
〕

4
月

7
日

1
枚

14
.0

×
9.

0c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
弟

子
今

般
軍

艦
磐

城
号

に
て

北
海

道
千

島
に

向
け

出
立

。
多

忙
に

付
、

書
中

告
別

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
36

14
5

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
山

中
新

兵
衛

下
総

猿
島

郡
境

本
船

町
荒

川
清

次
郎

方

大
沼

枕
山

先
生

東
京

下
谷

仲
御

徒
士

町
通

3
丁

目
71

番
地

〔
明

治
17

年
〕

11
月

24
日

1
枚

14
.2

×
9.

0c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
野

詩
稿

急
速

御
斧

正
御

逓
送

下
さ

れ
雀

躍
。

以
文

会
の

一
条

、
委

曲
御

報
知

下
さ

れ
分

り
有

難
く

存
ず

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
35

14
6

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
小

島
守

政
武

州
南

多
摩

郡
小

野
路

村
大

沼
老

先
生

東
京

下
谷

仲
御

徒
士

町
通

リ
3

丁
目

71
番

地

〔
明

治
20

年
〕

4
月

28
日

1
枚

14
.1

×
8.

9c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
尊

簡
、

拙
稿

共
壱

封
拝

受
、

万
謝

。【
翻

刻
】『

来
簡

』
34

14
7

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
小

島
守

政
武

州
南

多
摩

郡
小

野
路

村
大

沼
先

生
東

京
府

下
谷

中
御

徒
士

町
通

リ
3

丁
目

71
番

地

〔
明

治
14

年
〕

11
月

1
日

1
枚

14
.2

×
9.

0c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
拙

稿
壱

封
御

郵
送

、
有

難
く

拝
受

。薄
井

謙
斎

へ
の

御
書

承
知

。【
翻

刻
】

『
来

簡
』

33

14
8

〔
書

簡
〕

通
公

／
土

井
通

公
／

京
都

縄
手

四
条

下
ル

東
入

鶴
林

兄
／

大
沼

鶴
林

兄
／

東
京

牛
込

箪
笥

町
32

番
地

〔
明

治
29

年
〕

9
月

24
日

1
通

23
.7

×
12

.9
cm

（
封

筒
17

.3
×

13
.3

cm
〔

開
封

時
紙

片
を

含
ま

ず
〕）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。

同
月

25
日

付
消

印
も

あ
り

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

土
井

通
書

簡
」

と
あ

り
。【

内
容

】
桜

戸
（

玉
緒

・
宮

崎
玉

緒
）

翁
帰

幽
の

事
は

残
念

。
後

藤
芳

景
君

へ
別

紙
3

葉
、

御
伝

達
祈

り
上

げ
る

。
御

令
妹

御
死

去
残

念
。

貴
兄

当
地

に
て

開
業

の
御

志
有

る
由

、
御

申
越

あ
れ

ば
御

補
助

す
。
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9

〔
書

簡
〕

道
正

／
〔

副
島

道
正

〕
／

〔
東

京
府

下
豊

多
摩

郡
千

駄
ヶ

谷
村

原
宿

〕

大
沼

先
生

／
大

沼
鶴

林
殿

／
牛

込
区

箪
笥

町
32

番
地

6
月

21
日

1
通

24
.2

×
64

.8
cm

（
封

筒
21

.2
×

15
.5

cm
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
刷

。同
月

22
日

付
消

印
あ

り
。楠

荘
三

郎
朱

書「
副

島
書

簡
」

と
あ

り
。【

内
容

】
25

日
錦

輝
館

演
説

会
に

は
出

席
弁

士
少

な
く

一
同

閉
口

。
明

日
老

父
の

名
刺

持
参

、
湯

本
武

比
古

氏
へ

仁
兄

よ
り

御
依

頼
下

さ
れ

間
敷

や
。

宅
に

病
人

多
く

他
出

し
難

し
。

片
淵

氏
に

も
三

浦
子

、
杉

浦
氏

等
を

訪
問

す
る

様
依

頼
。

15
0

〔
詩

稿
〕

小
菅

揆
1

枚
22

.6
×

25
.8

cm
末

尾
に

「
右

七
絶

五
首

題
詩

海
問

津
幷

正
香

邨
小

菅
揆

初
稿

」
と

あ
り

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

小
菅

香
邨

詩
稿

」と
あ

り
。【

内
容

】「
題

詩
海

問
津

」。
【

作
成

者
補

】
小

菅
香

村
15

1
〔

書
簡

〕
渡

辺
滋

大
沼

嘉
年

様
1

月
27

日
1

通
（

2
枚

合
1

枚
）

24
.6

×
36

.3
cm

（
合

1
枚

）（
合

装
前

①
24

.6
×

19
.2

cm
②

24
.1

×
19

.2
cm

）

「
文

部
大

臣
認

定
 私

立
 東

京
裁

縫
女

学
校

」
用

箋
使

用
。【

内
容

】
明

日
御

案
内

下
さ

る
処

、
当

家
親

族
中

に
渡

米
す

る
者

有
り

、
小

生
横

浜
ま

で
見

送
る

約
束

。
不

本
意

乍
ら

欠
席

、
御

諒
承

願
い

上
る

。
愚

妻
も

病
褥

中
。【

参
考

】
財

団
法

人
私

立
東

京
裁

縫
女

学
校

は
明

治
44

年
設

立
。

大
正

9
年

財
団

法
人

東
京

裁
縫

女
学

校
に

改
称

。
15

2
〔

詩
稿

〕
大

沼
鶴

林
善

壬
寅

元
旦

（
明

治
35

年
1

月
1

日
）

1
枚

25
.0

×
33

.3
cm

鶴
林

の
求

め
に

応
じ

嵩
古

香
が

朱
批

を
加

え
た

も
の

。
書

入
れ

末
に

「
壬

寅
元

旦
古

稀
自

詠
」（

末
尾

に
「

七
十

翁
古

香
居

士
拝

批
」

と
あ

り
）

を
付

す
。

楠
荘

三
郎

朱
書

「
鶴

林
詩

稿
」

と
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

壬
寅

元
旦

書
懐

」「
新

年
梅

」。
15

3
〔

詩
稿

〕
碩

果
南

条
文

雄
1

枚
24

.7
×

33
.4

cm
大

沼
鶴

林
朱

筆
書

入
れ

あ
り

。
楠

荘
三

郎
朱

書「
南

条
文

雄
詩

稿
」

と
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

三
月

四
日

侵
風

雨
発

東
京

到
下

野
八

条
本

誓
寺

翌
日

朗
晴

賦
似

寺
主

笠
井

氏
」「

三
月

六
日

詣
高

田
山

三
首

」「
三

月
六

日
与

小
栗

栖
蓮

舶
老

師
相

遇
于

下
館

街
余

大
声

呼
之

而
師

不
知

車
夫

健
脚

車
走

不
止

遂
不

能
相

話
」「

四
月

八
日

北
陸

仏
教

青
年

会
行

釈
尊

降
誕

会
于

金
沢

因
得

一
絶

句
」「

題
南

越
笠

嶋
氏

之
前

庭
」。

【
参

考
】

詩
は

『
碩

果
詩

草
』

下
巻

96
丁

表
か

ら
97

丁
表

（
明

治
32

年
部

分
）

に
掲

載
。
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15
4

〔
詩

稿
〕

嵩
古

香
1

枚
24

.1
×

32
.7

cm
楠

荘
三

郎
朱

書
「

嵩
古

香
詩

稿
」

と
あ

り
。「

古
香

書
室

蔵
」用

箋
使

用
。

嵩
古

香
に

よ
る

朱
書「

此
ニ

録
ス

ル
処

、
実

ニ
明

治
廿

一
年

十
一

月
十

二
日

枕
夫

子
評

定
ス

ル
所

、
今

日
午

後
ニ

郵
着

セ
リ

、
極

新
稿

ユ
ヘ

一
粲

ニ
供

シ
奉

ル
也

 古
香

」と
あ

り
。

【
内

容
】

漢
詩

「
読

蓮
塘

唱
和

詩
」「

黒
田

如
水

翁
」

「
雑

興
」「

寄
懐

南
岳

先
生

」「
西

行
師

」。
15

5
〔

詩
稿

〕
結

城
蓄

堂
琢

1
枚

24
.8

×
33

.3
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
結

城
畜

堂
詩

稿
」

と
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

寄
石

母
田

石
仏

在
台

湾
五

首
」。

15
6

〔
詩

稿
〕

小
山

朝
弘

1
枚

24
.3

×
33

.2
cm

本
文

末
尾

に
「

明
治

己
丑

十
月

日
本

後
学

小
山

朝
弘

敬
識

」
と

あ
り

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

小
山

春
山

詩
稿

」
と

あ
り

。【
内

容
】

漢
文

「
書

景
唐

刊
巻

子
本

陶
文

後
」【

作
成

者
補

】
小

山
春

山
15

7
〔

書
簡

〕
甚

六
大

沼
先

生
皆

様
明

治
35

年
12

月
22

日
1

通
22

.5
×

12
.5

cm
楠

荘
三

郎
朱

書
「

久
米

甚
六

書
簡

」
と

あ
り

。【
内

容
】

年
内

は
非

常
の

御
厚

意
を

蒙
り

有
難

く
御

礼
申

し
上

げ
る

。【
作

成
者

補
】

久
米

甚
六

15
8

〔
書

簡
〕

甚
六

大
沼

先
生

皆
様

明
治

36
年

1
月

1
日

1
通

22
.5

×
12

.5
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
久

米
甚

六
書

簡
」

と
あ

り
。【

内
容

】年
賀

状
。御

超
歳

遊
ば

さ
れ

恭
賀

の
至

り
。【

作
成

者
補

】
久

米
甚

六
15

9
〔

書
簡

〕
中

川
寛

／
横

浜
常

磐
町

5
丁

め
81

番
地

鈴
木

内

大
沼

鶴
林

様
／

東
京

牛
込

区
箪

笥
町

32
番

地

〔
明

治
31

年
〕

4
月

3
日

1
通

23
.9

×
32

.3
cm

（
封

筒
19

.5
×

14
.6

cm
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

は
本

紙
上

に
貼

付
。

年
は

消
印

に
よ

る
。

同
月

4
日

付
消

印
も

あ
り

。
社

則【
内

容
】

雅
正

吟
社

入
社

仕
り

た
し

。
御

通
報

成
し

下
さ

れ
た

く
郵

券
封

入
。

16
0

〔
書

簡
〕

勘
三

郎
・

甚
六

大
沼

先
生

閣
下

12
日

1
通

（
2

枚
合

1
枚

）

24
.1

×
52

.8
cm

（
補

修
前

①
24

.1
×

33
.1

cm
②

24
.1

×
21

.6
cm

）

楠
荘

三
郎

朱
書

「
久

米
父

子
ノ

書
簡

二
枚

」
と

あ
り

。
作

成
者

は
楠

荘
三

郎
朱

書
に

よ
り

補
う

。【
内

容
】

旅
中

近
況

報
告

。
午

後
7

時
半

上
野

発
の

列
車

に
て

上
野

高
崎

に
向

か
い

、
午

後
11

時
到

着
。

4
日

午
前

9
時

名
（

マ
マ

）
義

町
へ

到
着

。
妙

義
山

登
山

。
諸

岳
互

に
奇

を
争

い
壮

を
競

う
。

得
難

き
景

色
。

午
後

7
時

半
松

井
田

到
着

。
信

濃
に

向
か

い
小

諸
町

へ
到

着
。

高
橋

先
生

の
御

様
子

伺
う

。
長

野
師

範
学

校
へ

御
勤

勉
。

小
諸

に
は

御
不

在
。

和
田

峠
を

越
え

下
諏

訪
泊

。
翌

日
は

下
蔦

木
泊

。
10

日
午

後
甲

府
市

に
到

着
、

富
岡

敬
明

邸
を

訪
問

。
先

月
よ

り
病

気
の

由
、

男
復

記
氏

応
接

、
非

常
の

饗
応

。
降

雨
に

て
一

日
滞

留
、

本
日

よ
り

富
岳

登
山

。
17

日
頃

は
帰

京
す

る
運

び
。【

作
成

者
補

】
久

米
勘

三
郎

・
甚

六
16

1
〔

書
簡

〕
土

井
利

与
家

扶
大

沼
嘉

年
様

〔
明

治
24

年
〕

12
月

1
通

18
.2

×
34

.3
cm

年
は

内
容

に
よ

る
。【

内
容

】
旧

先
生

存
世

中
御

世
話

成
さ

る
る

に
付

、当
年

限
金

30
00

疋
、度

々
御

上
ケ

物
御

挨
拶

金
10

00
疋

、
右

歳
暮

に
付

、
御

贈
り

申
し

上
げ

る
。【

参
考

】
大

沼
枕

山
は

明
治

24
年

没
。



請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考
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16
2

〔
書

簡
〕

操
大

沼
様

11
月

14
日

1
通

17
.4

×
61

.6
cm

年
は

内
容

に
よ

る
。【

内
容

】
老

先
生

御
病

気
伺

い
、御

菓
子

料
金

1
円

遣
わ

さ
れ

る
。『

栗
山

文
集

』
御

投
与

下
さ

れ
有

難
き

仕
合

せ
。

兼
ね

て
本

邦
人

文
集

中
、

雄
壮

の
文

章
の

由
承

り
居

り
、

求
め

度
き

処
ゆ

え
別

し
て

有
難

し
。

老
先

生
手

沢
の

『
栗

文
』

を
拝

読
、

拙
文

に
色

を
加

え
る

儀
も

あ
ら

ば
2

先
生

の
冥

助
と

存
ず

。
16

3
〔

詩
稿

〕
柳

所
田

口
興

治
〔

明
治

24
年

〕
1

枚
23

.5
×

11
.5

cm
年

は
内

容
に

よ
る

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

田
口

興
治

詩
」

と
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

哭
枕

山
大

沼
先

生
」

【
参

考
】

大
沼

枕
山

は
明

治
24

年
没

。
16

4
〔

書
簡

〕
西

村
茂

樹
／

東
京

府
南

葛
飾

郡
寺

島
村

18
26

番
地

大
沼

鶴
林

殿
／

大
沼

善
次

郎
殿

／
牛

込
区

箪
笥

町
32

番
地

〔
明

治
30

年
〕

9
月

19
日

1
通

18
.2

×
37

.2
cm

（
封

筒
19

.4
×

14
.5

cm
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

年
は

内
容

に
よ

る
。【

内
容

】
海

軍
子

弟
の

教
育

に
従

事
の

由
、

御
尽

力
希

望
。

貴
著

『
論

語
読

本
』

御
投

与
忝

し
。

拙
著

『
国

民
訓

』
進

上
。

枕
山

先
生

遺
選

の
義

、
御

気
の

毒
。【

参
考

】『
論

語
読

本
』

『
国

民
訓

』
は

と
も

に
明

治
30

年
刊

。
16

5
〔

書
簡

〕
金

洞
西

川
様

12
月

24
日

1
通

24
.3

×
32

.8
cm

【
内

容
】

大
部

分
は

、
大

沼
枕

山
著

「
金

洞
詠

物
詩

鈔
序

」（
末

尾
「

明
治

辛
卯

長
夏

枕
山

書
」）

の
写

し
。

末
尾

に
「

御
申

越
の

枕
山

詩
話

或
は

閑
（

マ
マ

）
話

は
名

目
の

み
に

て
認

め
ず

。
愚

老
手

許
に

有
る

序
文

の
み

差
し

上
げ

る
。

外
に

是
ぞ

と
申

す
逸

事
も

な
し

。」
と

あ
り

。【
参

考
】

明
治

辛
卯

は
明

治
24

年
（

枕
山

没
年

）。
大

沼
鶴

林
は

前
年

婿
入

り
。

旧
姓

西
川

。
16

6
〔

書
簡

〕
秋

月
種

樹
鶴

林
先

生
5

月
27

日
1

通
18

.0
×

50
.8

cm
（

封
筒

23
.4

×
15

.5
cm

）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

差
出

は
「

相
州

片
瀬

　
秋

月
種

樹
」、

宛
所

は
「

東
京

市
牛

込
区

矢
来

町
3

字
山

里
　

大
沼

鶴
林

殿
」

封
筒

日
付

は
「

寅
年

一
月

五
日

」（
消

印
日

付
は

明
治

35
年

1
月

5
日

・
6

日
）

寸
法

は
23

.4
×

15
.5

cm
。

書
状

と
は

別
の

時
期

の
も

の
で

あ
る

が
、

重
ね

て
貼

付
さ

れ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
本

書
簡

に
付

さ
れ

た
も

の
と

し
て

扱
う

。【
内

容
】

愚
息

胃
病

に
て

橋
本

先
生

へ
診

断
を

受
け

胃
腸

病
院

へ
通

う
。

29
日

頃
東

京
へ

参
り

、帰
宅

未
定

。
大

学
へ

勉
強

の
生

徒
10

中
5、

6
は

病
気

、
困

り
入

る
。

大
学

は
専

ら
暗

記
さ

せ
脳

を
損

う
。

別
筆

不
出

来
、

御
笑

払
乞

う
。

16
7

〔
書

簡
〕

東
久

世
／

東
久

世
家

／
麻

布
本

村
町

大
沼

殿
／

大
沼

鶴
林

殿
／

牛
込

箪
笥

町
33

（
マ

マ
）

番
地

〔
明

治
32

年
〕

12
月

15
日

1
通

18
.5

×
25

.5
cm

（
封

筒
25

.1
×

16
.9

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。

封
筒

は
細

目
番

号
16

8
の

後
に

貼
付

。【
内

容
】

御
所

望
の

額
字

2
通

認
め

、
指

出
す

。
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16
8

〔
封

筒
〕

／
東

久
世

家
／

〔
麻

〕
布

本
村

丁
〔

大
〕

沼
鶴

林
殿

／
〔

市
〕

谷
仲

ノ
町

97
番

地

22
日

1
通

13
.4

×
12

.9
cm

封
筒

の
み

。
破

損
。

16
9

〔
書

簡
〕

□
□

大
沼

先
生

16
日

1
通

16
.1

×
52

.8
cm

【
内

容
】

未
だ

歩
行

迷
惑

、
脇

坂
公

御
尋

ね
も

遊
ば

さ
れ

兼
ね

、
御

容
体

御
尋

ね
、

こ
の

程
中

は
惛

睡
、

昨
日

は
精

神
顕

れ
痛

痒
の

演
説

も
成

さ
る

る
由

。
此

の
度

は
御

大
患

、
善

悪
と

も
御

注
進

申
し

上
ぐ

べ
し

。
御

心
意

小
子

よ
り

申
し

進
ら

す
べ

し
。

17
0

〔
詩

稿
〕

長
安

堂
主

1
枚

19
.2

×
12

.2
cm

楠
木

荘
三

郎
朱

書
「

長
安

堂
」

と
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

自
題

長
安

堂
壁

」。
17

1
〔

詩
稿

〕
小

山
朝

弘
1

枚
16

.8
×

62
.1

cm
（

旧
台

紙
裏

朱
書

切
抜

18
.1

×
3.

9c
m

）

「
甲

戌
」

と
朱

書
あ

り
。

楠
木

荘
三

郎
朱

書
「

小
山

」
と

あ
り

。
旧

台
紙

裏
に

楠
荘

三
郎

朱
書

「
第

一
巻

　
断

□
　

□
□

」と
あ

り
。【

内
容

】漢
詩「

王
子

旗
亭

歩
大

丞
公

玉
礎

呈
那

須
参

事
」「

大
丞

公
命

携
丹

醸
那

須
君

聘
京

妓
張

舞
筵

故
句

中
及

之
」。

【
参

考
】

小
山

春
山

の
生

没
年

（
文

政
10

年
生

、
明

治
24

年
没

）に
よ

り「
甲

戌
」は

明
治

7
年

か
。

【
作

成
者

補
】

小
山

春
山

17
2

〔
書

簡
〕

□
居

積
信

の
姉

〔
安

政
3

年
10

月
頃

〕
1

通
17

.5
×

50
.7

cm
和

歌
1

首
を

添
え

る
。【

内
容

】
積

信
院

親
族

の
み

な
み

な
、

夜
も

す
が

ら
日

を
つ

い
で

そ
の

労
も

い
と

わ
ず

看
病

い
た

し
下

さ
れ

、
か

ん
じ

入
る

。
朝

夕
の

た
む

け
た

の
む

。
枕

山
家

内
の

こ
と

は
積

信
の

こ
こ

ろ
も

ち
我

よ
く

よ
く

し
り

つ
れ

ば
、

追
て

物
か

た
り

に
及

ぶ
。【

参
考

】
大

沼
千

早
氏

に
よ

れ
ば

積
信

院
は

枕
山

の
妻

女
。

積
信

院
一

乗
妙

道
大

姉
。

弘
化

4
年

枕
山

と
結

婚
、

安
政

3
年

（
18

56
）

9
月

晦
日

没
。

17
3

〔
書

簡
〕

大
沼

枕
山

老
先

生
5

月
11

日
1

通
（

2
枚

合
1

枚
）

15
.8

×
39

.9
cm

（
補

紙
含

む
。

各
紙

①
15

.8
×

8.
1c

m
②

15
.8

×
29

.2
cm

、
楠

荘
三

郎
朱

書
17

.8
×

3.
7c

m
）

朱
書

書
入

に
「

陽
春

煙
景

好
」

等
と

あ
り

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

此
ノ

朱
書

ハ
枕

山
ノ

手
跡

也
、

差
出

人
ノ

大
沼

ト
ア

ル
ハ

本
家

ノ
人

ナ
ル

ベ
ク

」
と

あ
り

。【
内

容
】

御
不

快
の

様
、

早
く

御
様

子
伺

う
べ

き
処

、
誠

に
延

引
、

御
寛

恕
下

さ
る

べ
し

。
今

日
御

様
子

伺
い

た
し

。
一

同
御

案
じ

申
す

。



請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考
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17
4

〔
書

簡
〕

八
瀬

大
沼

の
内

の
も

の
1

通
16

.4
×

54
.5

cm
（

楠
荘

三
郎

朱
書

17
.9

×
18

.1
cm

）

前
欠

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

此
手

紙
之

筆
者

八
瀬

ト
セ

ル
人

ハ
此

巻
物

ノ
初

ニ
帖

リ
付

タ
ル

積
信

院
姉

へ
の

手
向

ノ
句

ヲ
認

メ
タ

ル
手

跡
ト

同
一

人
ナ

ル
哉

、
或

ハ
積

信
院

ノ
実

母
ニ

テ
モ

ア
ラ

ム
乎

、
此

八
瀬

ト
ハ

御
客

殿
向

ノ
名

ナ
リ

ト
、

特
ニ

註
書

シ
ア

ル
処

ヨ
リ

其
当

時
初

テ
徳

川
家

ノ
奥

向
ニ

勤
メ

ニ
上

リ
「

又
大

名
乎

」
用

シ
名

前
カ

ト
被

存
、

尊
著

ノ
枕

山
前

年
嫁

ヲ
貰

ヒ
、

翌
年

家
普

請
セ

ル
趣

鳥
渡

此
手

紙
ニ

テ
其

当
時

ノ
模

様
被

伺
申

に
候

」
と

あ
り

。【
内

容
】「

民
家

の
つ

と
め

せ
ぬ

身
ハ

か
く

も
日

々
の

行
義

を
ゆ

る
か

せ
に

せ
ぬ

や
う

に
」

「
そ

な
た

の
万

請
も

あ
ら

あ
ら

書
来

と
あ

れ
と

、
我

も
内

事
の

こ
と

も
な

り
た

さ
、

い
つ

れ
桂

村
へ

万
々

と
ひ

合
の

う
へ

と
今

よ
り

あ
ん

し
か

先
立

こ
と

に
候

」
17

5
〔

書
簡

〕
□

□
金

洞
大

上
人

8
月

21
日

1
通

17
.2

×
45

.3
cm

（
楠

荘
三

郎
朱

書
18

.2
×

2.
8c

m
）

楠
荘

三
郎

朱
書

「
此

の
書

ノ
宛

処
ハ

枕
山

□
中

直
々

弟
子

ノ
金

洞
上

人
御

侍
者

ト
シ

テ
有

リ
マ

ス
、

差
出

人
ノ

名
読

メ
マ

セ
ン

、
御

知
ラ

セ
下

サ
イ

」
と

あ
り

。【
内

容
】

尊
集

の
序

文
直

し
出

来
。

板
木

師
に

仕
る

。
17

6
〔

書
簡

〕
〔

欠
〕

〔
欠

〕
1

通
15

.6
×

36
.8

cm
（

楠
荘

三
郎

自
筆

朱
書

19
.0

×
13

.9
cm

）

前
・

後
欠

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

此
ノ

貞
助

ト
申

ス
人

ハ
ニ

尊
著

ニ
依

レ
バ

、
毅

堂
先

生
ノ

父
ニ

当
リ

、
三

人
ノ

児
ノ

内
仲

ハ
女

子
ナ

レ
バ

本
手

簡
ノ

当
人

尼
様

カ
ト

モ
被

考
者

ニ
候

、
既

ニ
其

当
時

八
十

一
歳

ノ
高

齢
ノ

方
ナ

レ
バ

其
人

ト
モ

考
ヘ

ラ
レ

ズ
、

枕
山

先
生

ト
従

姉
ト

ア
リ

舛
（

マ
マ

） 、
父

存
生

ノ
時

十
五

六
才

ト
ア

リ
舛

（
マ

マ
） 、

父
ト

ハ
竹

溪
先

生
ヲ

指
ス

カ
ト

被
存

、
典

ノ
兄

弟
ノ

内
、

或
ハ

貞
助

ト
申

セ
シ

人
無

カ
リ

シ
乎

、
疑

問
ニ

付
先

生
ノ

御
高

説
拝

聴
致

度
候

（
楠

生
）」

と
あ

り
。【

内
容

】
鷲

津
家

貞
助

と
申

す
物

、
長

女
、

尼
と

な
り

。
枕

山
先

生
と

誠
に

し
ん

身
の

い
と

こ
、

伯
父

御
存

命
せ

つ
15

、
6

才
の

時
、

御
目

に
か

か
る

。
大

沼
氏

と
申

し
鷲

津
氏

と
申

し
、

誠
に

珍
敷

き
先

生
に

成
り

、
日

本
に

た
れ

し
ら

ん
物

も
な

し
。

拙
も

今
年

は
81

に
成

る
。

17
7

〔
書

簡
〕

重
礼

／
島

田
重

礼
／

小
日

向
台

町
1

丁
目

大
沼

大
雅

／
大

沼
鶴

林
殿

／
市

ケ
谷

仲
ノ

町
47

番
地

〔
明

治
24

年
〕

6
月

2
日

1
通

18
.3

×
58

.1
cm

（
封

筒
18

.0
×

13
.9

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
御

内
情

御
諒

察
、

学
習

院
の

儀
は

既
に

小
林

某
取

極
め

に
成

り
、

当
分

先
ず

確
定

の
模

様
に

有
り

。
今

回
事

は
当

分
御

断
念

然
る

べ
し

。
此

節
は

何
分

需
要

の
場

所
に

乏
し

。
雑

誌
1

冊
御

恵
贈

、
大

謝
。

17
8

〔
書

簡
〕

巽
来

次
郎

大
沼

先
生

12
月

14
日

1
通

18
.1

×
41

.3
cm

【
内

容
】

中
庸

素
読

よ
り

御
再

教
仰

ぐ
。
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17
9

〔
書

簡
〕

国
武

／
渡

辺
国

武
／

麻
布

本
所

町
大

沼
鶴

林
殿

／
大

沼
鶴

林
君

／
牛

込
区

箪
笥

町
〔

明
治

32
年

頃
〕

8
月

10
日

1
通

17
.9

×
55

.9
cm

（
封

筒
19

.4
×

14
.5

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
は

内
容

に
よ

る
。

鶴
林

肩
書「

帝
国

青
年

会
幹

事
」。

【
内

容
】

御
示

諭
の

旨
承

知
。

昨
来

平
臥

。
3、

4
日

も
立

（
マ

マ
）

て
ば

平
常

に
復

す
、

其
の

上
御

一
報

申
し

上
げ

る
。【

参
考

】
帝

国
青

年
会

は
明

治
32

年
設

立
。

18
0

〔
書

簡
〕

坪
内

雄
蔵

／
牛

込
大

久
保

余
丁

町
11

2

大
沼

鶴
林

様
／

牛
込

北
町

1
番

地
〔

明
治

30
年

3
月

〕
11

日
1

通
18

.3
×

84
.2

cm
（

封
筒

23
.3

×
14

.6
cm

）

封
筒

を
付

す
。

年
月

は
消

印
に

よ
る

。【
内

容
】

貴
人

望
み

の
件

、
生

憎
目

下
は

両
校

と
も

既
に

役
割

き
ま

り
、

漢
文

学
の

科
は

従
来

の
講

師
の

時
間

さ
へ

余
る

為
体

、
只

今
の

と
こ

ろ
は

如
何

と
も

致
方

な
し

。
18

1
〔

書
簡

〕
や

じ
／

品
川

弥
二

郎
／

京
都

高
倉

錦
小

路
尊

攘
堂

大
沼

様
／

大
沼

鶴
林

様
／

牛
込

区
箪

笥
町

32
〔

明
治

〕
33

年
1

月
14

日
1

通
17

.7
×

14
5.

1c
m

（
題

字
24

.5
×

33
.6

cm
、

封
筒

23
.8

×
18

.5
cm

、
旧

台
紙

裏
朱

書
切

抜
13

.8
×

3.
0c

m
）

題
字

草
稿

「
通

于
道

深
于

学
／

明
治

三
十

三
年

一
月

／
尊

攘
堂

主
人

や
じ

」、
封

筒
を

付
す

。
旧

台
紙

裏
に

楠
荘

三
郎

朱
書

「
林

　
□

巻
一

」
と

あ
り

。【
内

容
】

片
渕

の
事

は
行

れ
ぬ

が
残

念
。

今
年

は
福

人
仲

間
に

入
ら

れ
ん

事
を

祈
る

。
尊

攘
堂

之
神

も
在

世
中

は
貧

乏
性

の
御

方
々

、
祈

願
し

て
も

中
々

御
聞

済
の

な
き

に
は

閉
口

。
尊

著
題

字
、

別
紙

認
め

差
し

出
す

。
早

朝
『

李
卓

吾
文

集
』

を
読

む
処

に
御

手
紙

到
来

。「
夫

当
行

而
後

言
非

通
于

道
者

不
能

、
可

行
而

後
言

非
深

于
学

者
不

能
」

と
申

す
語

を
読

了
り

し
時

に
て

あ
り

し
故

に
認

め
る

。
先

師
松

蔭
は

山
鹿

素
行

先
生

の
学

脈
を

遵
奉

、
兵

学
・

教
学

と
も

山
鹿

先
生

の
遺

志
を

継
ぎ

た
る

事
御

し
る

し
下

さ
れ

れ
ば

先
師

も
地

下
に

て
悦

ば
る

。
此

の
段

頼
む

。『
山

鹿
語

類
』

を
読

み
松

蔭
師

の
先

師
云

々
と

仰
が

れ
た

る
事

を
近

思
。

両
京

の
大

学
に

て
も

山
鹿

素
行

の
事

が
知

れ
て

来
た

る
様

子
、

斯
学

の
為

よ
ろ

こ
ぶ

。【
参

考
】

佐
々

木
穣

著
『

御
国

之
花

』
第

1
編

（
佐

々
木

穣
、

明
治

33
年

）
題

辞
は

類
似

。
18

2
〔

書
簡

〕
海

江
田

幸
吉

／
麹

町
区

番
町

東
郷

邸
大

沼
先

生
／

大
沼

鶴
林

様
／

牛
込

区
牛

込
北

町
2

番
地

〔
明

治
41

年
〕

12
月

13
日

1
通

17
.8

×
14

2.
7c

m
（

封
筒

21
.5

×
16

.7
cm

）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
第

1
審

の
勝

訴
を

得
、

母
始

め
一

同
一

先
ず

安
心

。
御

祝
状

忝
し

。
揮

毫
の

事
は

当
年

中
は

取
り

込
み

居
り

、
明

年
に

成
る

や
と

計
り

難
し

。
18

3
〔

書
簡

〕
秋

月
種

英
／

相
模

国
片

瀬
大

沼
鶴

林
先

生
／

大
沼

鶴
林

様

／
東

京
市

牛
込

区
牛

込
北

町
2

番
地

〔
明

治
41

年
11

月
〕

12
日

1
通

18
.3

×
80

.8
cm

（
封

筒
20

.4
×

13
.7

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
月

は
消

印
に

よ
る

。
同

月
13

日
付

消
印

も
あ

り
。【

内
容

】
御

厚
意

有
難

し
。

御
話

の
手

簡
類

多
少

有
り

、
目

下
保

存
の

分
多

少
有

る
共

、
此

と
申

す
程

の
事

、
当

地
に

は
無

し
。

少
年

時
代

を
懐

え
ば

実
に

今
昔

の
感

、
海

江
田

君
に

は
京

都
に

於
い

て
面

会
。

18
4

〔
書

簡
〕

藤
沢

南
岳

／
自

坂
府

泊
園

書
院

鶴
林

詞
兄

／
大

沼
鶴

林
様

／
東

京
牛

込
区

箪
笥

町
32

番
地

〔
明

治
32

年
〕

5
月

仲
日

1
通

16
.8

×
27

.3
cm

（
封

筒
20

.1
×

15
.0

cm
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

は
5

月
12

日
付

。
消

印
は

同
月

13
日

付
も

あ
り

。
年

は
内

容
に

よ
る

。【
内

容
】

今
般

青
年

会
加

盟
の

事
承

知
。

金
銭

は
貧

生
の

任
に

非
ず

、
御

断
。

文
章

等
の

輔
佐

は
致

す
べ

し
。【

参
考

】
帝

国
青

年
会

は
明

治
32

年
設

立
。

18
5

〔
書

簡
〕

新
太

郎
〔

欠
〕

11
月

9
日

1
通

17
.0

×
18

.1
cm

朱
筆

。【
内

容
】

貴
著

拝
見

。
間

に
合

わ
せ

の
題

辞
認

め
る

。
御

用
立

て
候

は
ば

幸
甚

。
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（
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者
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18
6

〔
書

簡
〕

石
橋

雲
来

／
〔

大
阪

北
浜

2
丁

目
〕

隺
林

大
沼

詞
兄

／
大

沼
鶴

林
先

生

／
東

京
牛

込
区

箪
笥

町
〔

明
治

27
年

〕
12

月
16

日
1

通
15

.7
×

45
.1

cm
（

封
筒

19
.8

×
15

.2
cm

）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

封
筒

日
付

は
1

月
4

日
付

。
年

は
消

印
に

よ
る

。
消

印
は

28
年

1
月

4
日

・
5

日
付

。【
内

容
】

藤
沢

よ
り

転
致

の
芳

翰
拝

読
。『

詩
海

問
津

』
発

兌
に

つ
き

、
古

詩
な

り
と

作
る

べ
き

様
御

越
、

多
忙

に
付

、
2

絶
を

賦
し

、
題

詞
1

篇
試

す
。

御
笑

正
の

上
、

間
に

合
え

ば
用

い
下

さ
る

べ
し

。
冊

子
出

来
の

上
は

必
ず

1
冊

申
し

受
け

る
。

18
7

〔
書

簡
〕

海
江

田
信

義
／

荏
原

郡
玉

川
村

字
瀬

田
大

沼
鶴

林
殿

／
牛

込
区

箪
笥

町
32

番
〔

明
治

33
年

〕
2

月
1

日
1

通
17

.4
×

38
.6

cm
（

20
.0

×
14

.0
cm

）

封
筒

を
付

す
。

年
は

内
容

に
よ

る
。【

内
容

】
今

般
『

御
国

の
花

』
と

題
す

る
人

傑
の

伝
記

出
板

な
さ

れ
た

き
由

、
題

字
認

む
べ

き
御

申
し

入
れ

、
拙

筆
差

し
上

げ
る

。【
参

考
】『

御
国

の
花

』（
明

治
33

年
8

月
刊

）
に

つ
い

て
は

請
求

記
号

枝
番

18
1

参
照

。
18

8
〔

画
稿

〕
大

沼
甲

1
枚

27
.6

×
39

.3
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
画

菊
」

と
あ

り
。【

作
成

者
補

】
大

沼
甲

は
長

谷
部

甲
子

（
鶴

林
次

女
）。

18
9

〔
漢

詩
〕

南
岳

1
枚

22
.8

×
12

.3
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
南

岳
詩

」【
内

容
】

漢
詩

「
自

幸
録

似
鶴

林
兄

」。
【

作
成

者
補

】
藤

沢
南

岳
〔

書
簡

〕
南

岳
／

藤
沢

南
岳

／
大

坂
鶴

林
詞

兄
／

大
沼

鶴
林

様
／

東
京

牛
込

区
箪

笥
町

32

〔
明

治
32

年
〕

7
月

12
日

1
通

20
.3

×
15

.1
cm

（
封

筒
21

.3
×

15
.0

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】『
青

年
会

誌
』

1
本

拝
受

。
小

生
は

青
年

の
方

嚮
を

失
う

多
き

に
長

嘆
息

。
此

会
幸

い
に

之
を

救
う

。
大

に
喜

ぶ
べ

き
の

至
り

。
員

外
に

て
尽

力
致

す
べ

し
。

詩
文

の
世

教
を

裨
す

る
も

の
あ

り
。

自
幸

の
作

に
評

を
得

て
、

小
生

の
心

事
を

大
に

世
に

表
す

る
を

得
た

り
。

請
求

記
号

枝
番

19
0・

19
2

と
同

一
用

箋
を

使
用

。
19

0
〔

詩
稿

〕
〔

南
岳

〕
1

枚
20

.4
×

15
.1

cm
請

求
記

号
枝

番
19

2
へ

続
く

も
の

か
。

作
成

者
は

請
求

記
号

枝
番

19
2

に
よ

る
。

請
求

記
号

枝
番

18
9〔

書
簡

〕・
19

2
と

同
一

の
用

箋
を

使
用

。
楠

荘
三

郎
朱

書
「

南
岳

書
」【

内
容

】
漢

詩
「

訓
蒙

絶
句

 五
十

首
節

五
」。

【
作

成
者

補
】

藤
沢

南
岳

19
1

〔
封

筒
〕

／
藤

沢
南

岳
／

自
坂

府
泊

園
書

院
／

大
沼

鶴
林

様
／

東
京

牛
込

区
箪

笥
町

32
番

地

〔
明

治
30

年
〕

3
月

2
日

1
枚

18
.8

×
15

.0
cm

封
筒

の
み

。
年

は
消

印
に

よ
る

。
同

月
3

日
付

消
印

も
あ

り
。

19
2

〔
詩

稿
〕

南
岳

1
枚

20
.4

×
15

.1
cm

19
0（

漢
詩

3
首

記
載

）
か

ら
続

く
も

の
か

。
18

9〔
書

簡
〕、

19
0

と
同

一
の

用
箋

を
使

用
。

楠
荘

三
郎

朱
書

「
南

岳
書

簡
（

マ
マ

）」
【

内
容

】
漢

詩
（

漢
詩

2
首

記
載

）。
【

作
成

者
補

】
藤

沢
南

岳
19

3
〔

封
筒

〕
／

藤
沢

南
岳

／
坂

府
泊

園
書

院
／

大
沼

鶴
林

様
／

東
京

府
牛

込
区

箪
笥

町
〔

明
治

30
年

〕
１

月
6

日
1

枚
23

.0
×

16
.4

cm
封

筒
の

み
。

年
は

消
印

に
よ

る
。

同
月

7
日

付
消

印
も

あ
り

。
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19
4

〔
詩

稿
〕

〔
大

沼
枕

山
〕

1
枚

24
.7

×
33

.7
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
枕

山
七

夕
詩

」
と

あ
り

。
作

成
者

は
楠

荘
三

郎
朱

書
に

よ
る

。【
内

容
】

漢
詩

「
七

夕
偶

作
刧

」。
19

5
〔

書
簡

〕
〔

大
沼

甲
子

〕
〔

欠
〕

1
通

（
2

枚
合

1
枚

）

24
.1

×
98

.0
cm

（
補

紙
含

む
。

各
紙

①
24

.1
×

65
.0

cm
②

24
.0

×
33

.0
cm

）

楠
荘

三
郎

朱
書

「
甲

子
書

簡
」

と
あ

り
。

作
成

者
は

楠
荘

三
郎

朱
書

に
よ

る
。

途
中

欠
。【

内
容

】「
摂

生
が

第
一

の
ま

も
る

べ
き

事
で

す
、

努
力

も
肝

要
で

す
け

ど
も

あ
た

ら
身

体
や

心
を

使
ひ

す
ぎ

て
は

反
ツ

て
「

過
ぎ

た
る

は
及

は
ざ

る
か

如
し

」
に

な
り

ま
す

、
何

事
も

中
庸

を
取

つ
て

い
ら

つ
し

や
い

」
「

都
の

中
に

い
る

私
さ

え
世

を
の

が
れ

た
法

師
と

同
じ

事
、

こ
の

五
月

か
ら

十
月

ま
で

外
出

も
出

来
な

い
の

で
す

も
の

、
あ

ら
ゆ

る
艱

難
と

戦
ツ

て
居

り
ま

す
、

み
ん

な
天

が
私

を
た

め
す

の
だ

と
思

つ
て

居
り

ま
す

、
一

日
家

事
や

あ
ね

の
裁

縫
の

手
伝

へ
を

し
て

苦
た

び
れ

た
身

体
を

十
一

時
ま

で
毎

夜
机

に
向

ひ
ま

す
、

あ
ら

ゆ
る

苦
を

一
切

わ
す

れ
て

勉
強

い
た

し
ま

す
。

其
の

間
が

私
の

た
め

に
は

極
楽

で
せ

う
」「

な
ミ

だ
の

こ
ぼ

れ
る

や
う

な
事

が
あ

り
ま

す
が

、
す

ぐ
心

を
取

り
な

ほ
し

て
た

だ
た

だ
学

識
の

少
し

ヅ
ヽ

で
も

進
む

の
が

何
よ

り
の

た
の

し
み

と
思

つ
て

居
り

ま
す

、
た

だ
残

念
な

の
は

学
費

の
な

い
事

で
す

、
一

冊
の

本
さ

へ
百

に
一

度
も

買
ふ

事
か

出
来

ま
せ

ん
」「

あ
な

た
の

御
困

難
な

の
を

知
り

な
か

ら
ね

が
ひ

ま
す

、
た

と
へ

わ
づ

か
で

も
毎

月
私

に
学

費
金

を
出

し
て

下
さ

い
ま

せ
ん

か
、

一
円

で
も

二
円

で
も

か
ま

ひ
ま

せ
ん

、
他

日
必

ず
其

の
報

酬
は

致
し

ま
す

、
如

何
な

事
か

あ
り

ま
し

て
も

他
人

の
世

話
に

は
な

ら
な

い
つ

も
り

で
す

、
他

人
の

力
に

よ
つ

て
致

し
ま

し
た

学
問

は
後

日
の

さ
ま

た
げ

で
す

、
反

ツ
て

無
学

の
方

が
ま

し
で

す
、

私
は

あ
な

た
で

す
か

ら
お

願
ひ

致
す

の
で

す
」【

参
考

】
受

信
者

は
楠

荘
三

郎
か

。
大

沼
甲

子
は

鶴
林

次
女

。
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（
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受
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19
6

〔
書

簡
〕

甲
子

荘
三

郎
様

7
月

11
日

1
通

24
.1

×
51

.5
cm

楠
荘

三
郎

朱
書「

甲
子

書
簡

」と
あ

り
。【

内
容

】「
第

一
に

御
健

康
な

る
を

祝
し

、
第

二
に

よ
き

御
後

立
て

を
え

た
る

を
御

よ
ろ

こ
ひ

申
、

第
三

に
御

就
職

の
事

を
御

い
は

い
申

上
候

。
さ

ぞ
か

し
あ

な
た

様
も

御
満

足
の

事
と

御
さ

つ
し

申
上

候
、

今
更

な
が

ら
御

身
体

は
第

一
の

活
動

泉
ニ

て
候

へ
ば

御
太

（
マ

マ
）

切
に

な
さ

れ
、

人
よ

り
の

あ
づ

か
り

も
の

と
御

ほ
し

め
さ

れ
度

、
久

保
様

に
は

出
来

得
る

限
り

の
誠

心
を

も
つ

て
御

た
す

け
遊

さ
れ

大
低

（
マ

マ
）

の
事

は
御

忍
耐

の
事

第
一

に
て

候
」「

凡
て

あ
な

た
の

成
功

を
ま

つ
人

の
安

心
さ

れ
る

や
う

に
御

つ
と

め
な

さ
れ

候
や

う
御

た
の

ミ
申

上
候

」「
私

は
学

校
ヲ

や
め

ま
し

た
事

情
は

御
推

さ
つ

下
さ

い
ま

し
。

少
し

決
心

し
た

事
も

あ
り

ま
す

が
、

若
い

女
の

身
で

あ
る

と
思

ま
す

と
、

決
し

て
軽

々
し

い
事

も
致

し
か

ね
ま

す
、

何
と

ぞ
私

に
勉

強
い

た
す

丈
の

力
を

御
借

し
下

さ
い

ま
し

。
只

今
で

は
学

ぶ
秀

で
る

と
云

ふ
事

だ
け

が
私

の
命

で
す

」【
参

考
】

受
信

者
は

楠
荘

三
郎

か
。【

作
成

者
補

】
大

沼
甲

子
（

鶴
林

次
女

）
19

7
〔

詩
稿

〕
嘉

年
女

史
1

枚
26

.0
×

32
.6

cm
大

正
3

年
作

。
絹

本
。

楠
荘

三
郎

朱
書

「
嘉

年
詩

　
落

花
」

と
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

甲
寅

初
夏

　
嘉

年
女

史
」。

【
作

成
者

補
】

大
沼

嘉
年

19
8

〔
詩

稿
〕

厚
1

枚
29

.7
×

43
.3

cm
楠

荘
三

郎
朱

書
「

枕
山

書
詩

」
と

あ
り

。【
内

容
】

漢
詩

「
夏

山
題

両
図

」。
【

作
成

者
補

】
大

沼
枕

山
19

9
〔

詩
稿

〕
嘉

年
1

枚
31

.3
×

23
.6

cm
楠

荘
三

郎
朱

書
「

大
沼

嘉
年

詩
　

菅
公

」
と

あ
り

。
【

内
容

】
漢

詩
「

菅
公

」。
【

作
成

者
補

】
大

沼
嘉

年
20

0
〔

詩
稿

〕
厚

1
枚

27
.3

×
20

.0
cm

【
内

容
】

漢
詩

「
得

支
韵

」。
【

作
成

者
補

】
大

沼
枕

山
20

1
〔

詩
稿

〕
塩

田
弦

〔
明

治
24

年
〕

1
枚

27
.9

×
37

.5
cm

年
は

内
容

に
よ

る
。

楠
荘

三
郎

朱
書

「
塩

田
弦

詩
」

と
あ

り
。「

廉
斎

、
重

弘
、

弦
三

郎
、

伊
勢

津
藩

儒
、

安
政

中
江

戸
ニ

住
ム

」と
鉛

筆
添

書
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

哭
詩

」（
大

沼
枕

山
追

悼
）。

【
参

考
】

大
沼

枕
山

は
明

治
24

年
没

。【
作

成
者

補
】

塩
田

廉
斎

20
2

〔
文

稿
〕

晴
広

斎
藤

□
枕

山
老

先
生

1
枚

31
.5

×
54

.4
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
晴

広
　

枕
山

ア
テ

」
と

あ
り

【
内

容
】

漢
文



「大沼枕山・鶴林関係資料」目録

参考書誌研究　第 80 号（2020.3） 73― ―

20
3

〔
文

稿
〕

枕
山

大
沼

厚
壬

申
（

明
治

5
年

）
逮

巳
月

1
枚

31
.5

×
65

.1
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
枕

山
書

　
林

斎
ア

テ
」「

壬
申

逮
巳

月
」

と
あ

り
。【

内
容

】
漢

文
「

題
山

陽
林

谷
二

翁
月

瀬
観

梅
詩

画
巻

後
為

林
斎

長
兄

」。
20

4
〔

書
簡

〕
南

摩
綱

紀
／

〔
東

京
麹

町
区

冨
士

見
町

1
丁

目
37

番
地

〕

大
沼

嘉
年

様
／

大
沼

嘉
年

殿

／
牛

込
箪

笥
町

32
番

地
〔

明
治

28
年

〕
12

月
17

日
1

通
16

.8
×

10
.2

cm
（

封
筒

18
.6

×
14

.5
cm

）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
賜

物
を

辱
し

御
厚

志
の

程
拝

謝
。

御
垂

示
の

高
文

拝
読

、
愚

見
書

き
加

え
、

返
上

。
20

5
〔

詩
稿

〕
〔

欠
〕

1
枚

18
.1

×
14

.5
cm

【
内

容
】

朱
書

「
大

沼
鶴

林
先

生
作

詩
」

と
あ

り
。

20
6

〔
詩

稿
〕

〔
久

保
〕

1
枚

21
.5

×
40

.0
cm

楠
荘

三
郎

朱
書

「
久

保
詩

」
と

あ
り

。
作

成
者

は
楠

荘
三

郎
朱

筆
に

よ
る

。『
忠

魂
義

胆
武

道
の

誉
』

（
精

華
堂

書
店

）
カ

バ
ー

裏
紙

使
用

。【
内

容
】

漢
詩

「
馬

関
」「

金
泉

」「
倭

館
」。

20
7

〔
書

簡
〕

笠
井

生
〔

欠
〕

1
通

24
.2

×
33

.2
cm

朱
書

「
明

治
年

間
歴

史
画

師
笠

井
鳳

斎
先

生
書

簡
使

者
令

女
郁

子
殿

ヨ
リ

受
ク

」
と

あ
り

。【
内

容
】

宋
紫

石
伝

記
（「

古
人

物
志

」「
墓

所
一

覧
」

よ
り

紹
介

）。
貴

重
な

る
御

重
物

御
貸

与
下

さ
れ

結
構

に
拝

見
。【

作
成

者
補

】
笠

井
鳳

斎
20

8
〔

画
稿

〕
〔

半
湖

〕
1

枚
32

.7
×

24
.2

cm
楠

荘
三

郎
朱

書
「

半
湖

画
」「

童
子

」
と

あ
り

。
作

成
者

は
楠

荘
三

郎
朱

書
に

よ
る

。【
内

容
】

童
子

の
絵

。
20

9
〔

書
簡

〕
道

大
沼

先
生

正
月

13
日

1
通

15
.9

×
47

.2
cm

【
内

容
】

御
添

削
の

文
章

持
た

す
。

御
覧

下
さ

る
べ

し
。

尺
牘

云
々

と
し

て
閲

す
る

や
尺

牘
即

ち
如

意
宝

亭
の

記
の

如
く

に
聞

こ
え

申
す

。
御

勘
考

下
さ

る
べ

し
と

結
ぶ

は
、

贈
観

泉
二

公
書

、
御

熟
覧

十
分

に
直

し
下

さ
る

様
願

い
上

げ
る

。
21

0
〔

漢
文

〕
茗

圃
老

人
明

治
癸

巳
（

明
治

26
年

）
俵

霜
節

1
枚

18
.2

×
38

.6
cm

文
頭

「
跋

」、
文

末
「

明
治

癸
巳

俵
霜

節
　

末
茗

園
老

人
撰

併
書

」。
文

書
頭

に「
詩

海
問

津
跋

」（
脇

に
「

カ
ン

ボ
ウ

ハ
御

遊
印

ヲ
願

」
と

朱
書

）、
文

書
末

尾
に

「
茗

圃
六

十
六

翁
撰

併
書

」（
脇

に
「

此
方

可
相

成
ハ

願
上

候
」

と
朱

書
）

と
あ

り
。

楠
荘

三
郎

朱
書「

茗
圃

」【
内

容
】跋

文「
詩

海
問

津
跋

」。
【

参
考

】「
詩

海
問

津
」

は
請

求
記

号
枝

番
18

6
も

参
照

。
21

1
〔

書
簡

〕
此

華
大

沼
先

生
巳

年
1

通
17

.5
×

21
.0

cm
【

内
容

】
拙

作
御

一
閲

願
う

。

21
2

〔
書

簡
〕

揆
／

小
菅

香
邨

／
武

州
橘

樹
郡

長
尾

88
番

地
寓

鶴
林

君
／

大
沼

鶴
林

君
／

東
京

市
牛

込
区

箪
笥

町
36

番
地

耶
蘇

教
会

ノ
向

乙
未

（
明

治
28

年
）

2
月

16
日

1
通

16
.1

×
38

.9
cm

（
封

筒
20

.8
×

14
.2

cm
）

封
筒

を
付

す
。

同
月

20
日

付
消

印
も

あ
り

。【
内

容
】

客
年

豚
児

妙
齢

近
き

身
を

以
て

没
す

。
傷

心
の

文
の

ミ
に

て
半

年
を

経
過

ぐ
。

文
思

も
不

熟
。

此
の

頃
移

居
の

後
、

諸
君

へ
も

よ
ろ

し
く

。
以

後
は

随
分

至
急

拝
見

。
21

3
〔

書
簡

〕
秋

月
種

樹
播

磨
国

加
東

郡
西

村
斯

波
氏

邸
止

宿

鶴
林

先
生

／
大

沼
鶴

林
先

生

11
月

1
日

1
通

17
.2

×
40

.2
cm

（
封

筒
21

.6
×

14
.5

cm
）

封
筒

を
付

す
。【

内
容

】
播

州
行

に
付

、
明

石
へ

御
遊

の
件

、
御

周
旋

下
さ

る
べ

し
。

何
れ

両
三

日
中

漫
遊

の
積

り
。



請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考
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21
4

〔
書

簡
〕

庫
三

／
吉

田
庫

三
／

神
奈

川
県

立
第

二
中

学
校

大
沼

様
／

大
沼

善
次

郎
殿

／
東

京
牛

込
区

矢
来

三
山

里

〔
明

治
34

年
〕

12
月

5
日

1
通

17
.6

×
84

.0
cm

（
封

筒
21

.8
×

15
.6

cm
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

肩
書

は
「

大
沼

義
塾

々
主

」。
年

は
消

印
に

よ
る

。消
印

は
同

月
6

日
付

。【
内

容
】

今
月

は
多

忙
に

付
、

年
末

歳
始

は
当

地
に

て
避

寒
。

自
宅

は
青

山
原

宿
20

0
番

地
。

楫
取

は
議

会
開

会
中

の
み

在
東

京
の

筈
、

其
の

宅
は

赤
坂

新
坂

町
。

尊
示

育
英

御
奮

励
の

事
健

羨
。

山
里

に
は

知
人

多
し

。
貴

邸
は

山
里

の
何

号
や

。
21

5
〔

書
簡

〕
石

渡
／

石
渡

敏
一

／
京

橋
区

越
前

堀
2

丁
目

4
番

地

大
沼

か
祢

様
／

大
沼

嘉
祢

様

／
下

谷
区

上
野

花
園

町
15

番
地

〔
明

治
23

年
〕

11
月

27
日

1
通

17
.3

×
45

.0
cm

（
封

筒
18

.2
×

12
.6

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
官

報
局

に
は

友
人

も
有

れ
ど

も
未

だ
聞

か
ず

。
此

の
方

よ
り

御
報

申
し

上
ぐ

べ
し

。
頂

戴
物

仕
り

有
難

く
御

礼
申

し
上

げ
る

。
21

6
〔

書
簡

〕
不

破
省

三
大

沼
先

生
10

月
10

日
1

通
15

.9
×

70
.1

cm
【

内
容

】
金

1
円

2
分

御
菓

子
料

金
20

0
疋

御
謝

儀
慥

に
拝

請
。

従
来

病
気

の
処

、
9

月
27

日
乾

霍
乱

に
て

吐
瀉

無
く

俄
に

大
腹

痛
、

終
日

粘
汗

流
出

手
足

厥
冷

、
脈

沈
微

に
到

る
。

2
日

程
絶

食
、

3
日

よ
り

粥
の

湯
を

始
て

飲
む

。
今

日
は

快
を

覚
え

、
炊

乾
し

の
飯

を
食

す
。

21
7

〔
書

簡
〕

行
斎

大
沼

老
先

生
〔

明
治

21
年

〕
6

月
1

日
1

通
16

.9
×

65
.5

cm
年

は
内

容
に

よ
る

。【
内

容
】過

日
は『

月
波

楼
集

』
製

本
出

来
、

万
事

御
手

数
に

係
り

奉
謝

。
5

部
は

御
引

取
り

の
赴

（
マ

マ
） 、

承
知

。
製

本
奥

附
認

め
の

方
の

み
に

付
、

此
の

程
内

務
省

図
書

課
よ

り
私

方
へ

御
達

し
有

り
、

御
改

め
の

上
頒

布
致

す
べ

き
旨

、命
ぜ

ら
る

。
尚

『
月

波
楼

集
』

製
本

美
（

マ
マ

）
事

に
出

来
、

有
難

し
。

先
生

の
序

文
、

認
め

の
楷

書
妙

に
存

ず
。【

参
考

】『
月

波
楼

遺
稿

』
の

刊
行

は
明

治
21

年
5

月
。【

作
成

者
補

】
坂

野
行

斎
21

8
〔

書
簡

〕
甚

六
大

沼
先

生
明

治
37

年
1

月
元

旦
1

通
18

.0
×

46
.0

cm
【

内
容

】
年

賀
状

。【
作

成
者

補
】

久
米

甚
六

21
9

〔
書

簡
〕

頭
生

／
鬼

頭
生

／
〔

東
京

市
神

田
区

小
川

町
37

番
地

弁
護

士
法

学
士

高
木

正
次

法
律

事
務

所
〕

大
沼

先
生

／
大

沼
鶴

林
先

生

〔
明

治
40

年
〕

10
月

12
日

1
通

18
.1

×
10

8.
3c

m
（

封
筒

21
.6

×
16

.8
cm

）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
住

所
は

印
刷

。
髙

木
正

次
法

律
事

務
所

封
筒

使
用

。
年

は
封

筒
に

「
明

治
四

十
年

」
と

印
刷

が
あ

る
こ

と
に

よ
る

。【
内

容
】

高
篇

洗
手

拝
読

。
御

過
奨

を
蒙

り
汗

顔
の

至
に

存
ず

。
固

よ
り

精
衛

塡
海

の
微

衷
を

尽
く

す
迄

に
て

世
間

の
気

に
入

ら
ざ

る
は

覚
悟

の
前

。
御

優
旨

を
拝

し
特

に
感

激
に

堪
え

ず
。

22
0

〔
書

簡
〕

片
淵

琢
大

沼
鶴

林
先

生
／

大
沼

鶴
林

様

／
牛

込
区

箪
笥

町
32

番
地

〔
明

治
32

年
〕

8
月

8
日

1
通

16
.7

×
10

5.
7c

m
（

封
筒

20
.8

×
16

.5
cm

）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
小

生
儀

今
夜

終
列

車
に

て
関

西
地

方
へ

向
け

出
発

に
決

定
、

御
承

引
下

さ
れ

た
し

。
原

稿
、

困
難

多
忙

に
苦

し
み

居
る

次
第

、
大

兄
に

も
御

助
力

下
さ

れ
た

し
。

文
宛

欄
は

君
に

一
任

願
い

申
し

た
し

。
副

島
幹

事
長

は
昨

夜
御

出
発

、
御

承
引

下
さ

れ
た

し
。
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22
1

〔
書

簡
〕

棚
橋

一
郎

／
本

郷
丸

山
新

町
17

大
沼

鶴
林

先
生

／
大

沼
鶴

林
殿

／
牛

込
区

箪
笥

町
32

〔
明

治
32

年
〕

9
月

5
日

1
通

18
.3

×
58

.6
cm

（
封

筒
21

.0
×

15
.9

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
御

申
し

越
し

の
一

条
は

敬
承

、
先

嚮
余

儀
無

く
依

頼
あ

り
、

小
生

が
曾

て
教

授
を

受
け

る
某

先
生

招
聘

に
決

し
、

目
下

本
館

分
館

共
満

員
。

折
角

の
御

芳
志

現
今

の
処

は
御

断
り

申
し

た
し

。
何

れ
其

の
内

お
願

い
申

し
上

げ
た

し
。

学
校

に
於

い
て

も
折

節
委

頼
等

あ
り

。
異

日
御

苦
労

願
う

。
22

2
〔

書
簡

〕
秋

月
種

樹
／

〔
相

州
片

瀬
〕

鶴
林

先
生

／
大

沼
鶴

林
殿

東
京

牛
込

矢
来

町
3

字
山

里

1
月

5
日

1
通

18
.4

×
35

.2
cm

（
封

筒
22

.9
×

15
.8

cm
）

住
所

は
印

。
封

筒
を

付
す

。【
内

容
】『

漢
学

知
要

』
御

恵
投

下
さ

れ
有

難
し

。
漢

文
は

近
日

甚
不

景
気

に
相

成
、

必
竟

漢
文

を
知

る
者

無
き

故
、

自
然

滅
亡

と
存

ず
。

言
文

一
致

抔
の

説
出

る
共

、
所

詮
行

わ
れ

申
さ

ず
と

考
う

。
斯

文
の

為
に

御
尽

力
感

じ
入

る
。

22
3

〔
書

簡
〕

秋
月

種
樹

／
相

州
片

瀬
鶴

林
先

生
／

大
沼

善
次

郎
殿

／
東

京
牛

込
矢

来
町

3
字

山
里

西
4

号

〔
明

治
37

年
〕

1
月

23
日

1
通

18
.0

×
43

.6
cm

（
封

筒
22

.0
×

15
.6

cm
）

封
筒

を
付

す
。

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
日

高
誠

実
、

大
貧

故
、

東
京

へ
住

居
出

来
ず

、
文

章
添

削
に

は
無

く
月

に
1

回
づ

つ
社

説
を

起
草

の
事

と
伺

う
。

今
一

応
御

問
い

合
わ

せ
申

す
。

日
高

の
学

力
を

以
て

仙
居

は
残

念
。

先
日

文
章

学
院

よ
り

挨
拶

申
来

た
る

。
汗

顔
に

堪
え

ず
。

拙
生

名
義

差
し

出
す

。
何

卒
世

間
に

愧
じ

ざ
る

様
、

実
功

を
挙

げ
た

し
。

22
4

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

中
根

半
嶺

〕
〔

下
谷

区
上

野
西

黒
門

町
4

番
地

〕

大
沼

嘉
年

様
牛

込
箪

笥
町

32
番

地
〔

明
治

29
年

〕
9

月
22

日
1

枚
14

.1
×

9.
0c

m
年

は
消

印
に

よ
る

。【
内

容
】

二
男

養
生

叶
わ

ず
過

る
20

日
死

去
。

本
日

午
后

1
時

本
郷

元
町

2
丁

目
等

正
寺

送
葬

、
板

木
云

々
の

御
答

申
し

上
ぐ

べ
き

の
処

、
混

雑
申

す
。

少
々

御
猶

予
を

願
う

。
22

5
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

鷲
津

精
一

郎
下

谷
区

竹
町

4
番

地
大

沼
か

ね
子

様
牛

込
箪

笥
町

32
番

地
〔

明
治

3
□

年
〕

8
月

5
日

1
枚

14
.1

×
9.

0c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。

切
取

り
部

分
あ

り
。【

内
容

】
横

井
忠

直
氏

、
亡

父
（

鷲
津

毅
堂

）
遺

書
借

覧
を

望
む

由
仰

せ
越

さ
れ

る
も

、
蔵

書
整

理
中

に
て

其
の

間
は

他
に

一
切

出
さ

ざ
る

事
に

定
め

る
。

御
所

望
に

そ
む

き
御

気
毒

。
此

の
段

同
氏

へ
御

伝
え

下
さ

れ
た

し
。

22
6

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

中
根

半
嶺

〕
〔

下
谷

区
上

野
西

黒
門

町
4

番
地

〕

大
沼

嘉
年

様
小

石
川

白
山

前
町

81
番

地

〔
明

治
27

年
〕

7
月

4
日

1
枚

14
.0

×
9.

1c
m

差
出

人
氏

名
・

住
所

は
印

。年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
近

辺
御

通
行

の
御

序
あ

ら
ば

御
過

臨
下

さ
れ

た
し

。
22

7
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

島
地

黙
雷

中
六

番
町

6
番

地
大

沼
嘉

年
殿

牛
込

区
箪

笥
町

32
番

地
〔

明
治

29
年

〕
11

月
28

日
1

枚
14

.0
×

9.
0c

m
年

は
消

印
に

よ
る

。
消

印
は

同
月

29
日

付
。【

内
容

】
来

る
30

日
、

止
女

霜
艶

法
尼

初
七

日
法

事
、

麁
斎

差
上

、
御

苦
労

乍
ら

午
前

11
時

御
来

車
下

さ
れ

た
し

。
22

8
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

〔
中

根
半

嶺
〕

〔
下

谷
区

上
野

西
黒

門
町

4
番

地
〕

大
沼

鶴
林

様
牛

込
区

牛
込

北
町

2
番

地
1

月
1

日
1

枚
14

.1
×

9.
0c

m
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

印
で

「
恭

賀
新

季
」、

墨
書

で
「

一
月

一
日

」
と

あ
り

。【
内

容
】

年
賀

状
。

22
9

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
藤

沢
桐

之
助

信
州

上
水

内
郡

柳
原

村
大

字
小

島

大
沼

嘉
年

様
東

京
小

石
川

区
指

ヶ
谷

町
53

番
地

故
大

沼
枕

山
翁

令
女

〔
明

治
36

年
〕

10
月

3
日

1
枚

14
.2

×
9.

1c
m

年
は

消
印

及
び

内
容

に
よ

る
。

同
月

4
日

付
消

印
も

あ
り

。【
内

容
】

去
る

1
日

、
翁

の
忌

辰
十

三
回

に
正

当
。

翁
の

御
揮

毫
の

軸
多

数
集

め
香

花
を

捧
げ

賑
々

敷
く

勤
む

。
翁

の
御

肖
像

、
1

葉
御

送
附

下
さ

れ
た

し
。【

参
考

】
大

沼
枕

山
は

明
治

24
年

没
。



請
求

記
号

枝
番

標
題

作
成

者
（

発
信

者
）

作
成

者
住

所
受

信
者

受
信

者
住

所
作

成
年

月
日

数
量

寸
法

備
考
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23
0

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

中
根

半
嶺

・
中

根
半

湖
〕

〔
東

京
下

谷
区

西
黒

門
町

4〕

大
沼

鶴
林

様
牛

込
区

北
町

2
番

地
1

月
2

日
1

枚
14

.1
×

9.
0c

m
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。【

内
容

】
年

賀
状

。

23
1

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

坪
内

雄
蔵

〕
〔

東
京

市
牛

込
区

大
久

保
余

丁
町

11
2

番
地

〕

大
沼

鶴
林

様
牛

込
北

町
2

番
地

丁
未

4
日

（
明

治
40

年
1

月
4

日
）

1
枚

14
.1

×
9.

0c
m

印
刷

。【
内

容
】

年
賀

状
。「

丁
未

四
日

」
と

墨
書

。

23
2

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

秋
月

種
樹

〕
〔

相
州

片
瀬

〕
大

沼
鶴

林
殿

東
京

牛
込

区
甲

良
町

25
番

地

〔
明

治
35

年
〕

6
月

27
日

1
枚

14
.0

×
9.

0c
m

差
出

人
氏

名
・

住
所

は
印

。
年

は
消

印
に

よ
る

。
同

月
28

日
付

消
印

も
あ

り
。【

内
容

】
尊

嘱
の

拙
跡

早
速

成
功

、送
致

。
先

日
来

上
京

、一
昨

日
帰

村
。

大
い

に
延

引
、

恐
憚

に
堪

え
ず

。
23

3
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

石
川

二
三

造
下

谷
区

三
輪

町
8

番
地

大
沼

鶴
林

先
生

牛
込

区
矢

来
町

3
番

地
山

里
10

4
号

〔
明

治
34

年
〕

12
月

24
日

1
枚

14
.1

×
9.

1c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
成

る
べ

く
来

春
御

光
来

願
う

。
正

月
報

事
、

近
火

の
折

散
逸

、
断

片
と

成
り

、
取

り
集

め
ざ

れ
ば

急
に

間
に

合
い

兼
ね

る
。

今
関

に
宜

し
く

御
鳳

声
申

さ
れ

た
し

。
23

4
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

石
川

二
三

造
下

谷
区

三
ノ

輪
第

8
番

地

大
沼

鶴
林

先
生

・
大

沼
芳

樹
先

生

牛
込

区
矢

来
町

山
郷

10
4

号

壬
寅

（
明

治
35

年
）

元
旦

1
枚

14
.1

×
9.

0c
m

印
記

「
石

川
」【

内
容

】
年

賀
状

。

23
5

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
宮

本
小

一
巣

鴨
大

沼
善

次
郎

殿
牛

込
区

矢
来

町
3

番
字

山
里

大
沼

義
塾

ニ
而

〔
明

治
34

年
〕

11
月

18
日

1
枚

14
.2

×
9.

0c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
拙

家
病

人
有

り
、

取
り

込
み

、
尊

来
も

御
目

に
懸

り
難

し
。

23
6

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
高

橋
泥

舟
越

後
中

頸
城

郡
高

田
柳

原
郷

大
沼

鶴
林

殿
東

京
市

牛
込

区
箪

笥
町

32
番

地

〔
明

治
26

年
〕

8
月

17
日

1
枚

14
.0

×
9.

1c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】
地

蔵
堂

へ
御

漫
遊

の
由

、
当

地
の

景
況

子
細

致
す

。
遊

歴
も

一
と

通
に

て
は

甚
だ

六
ケ

敷
き

由
。

書
画

家
の

雅
人

、
当

高
田

に
も

2、
3

人
位

は
い

つ
も

滞
留

致
す

由
。

一
両

日
中

当
地

出
発

、
直

江
津

へ
滞

在
の

約
束

。
23

7
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

秋
月

種
英

相
模

国
片

瀬
大

沼
鶴

林
殿

東
京

牛
込

区
北

町
〔

明
治

43
年

〕
正

月
元

旦
1

枚
14

.1
×

9.
0c

m
年

は
消

印
に

よ
る

。消
印

は
同

月
3

日
付

。【
内

容
】

年
賀

状
。
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23
8

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
宮

崎
玉

緒
・

柳
志

乃
婦

京
都

市
建

仁
寺

町
四

条
下

ル
清

住
院

門
内

大
沼

鶴
林

先
生

東
京

市
牛

込
区

箪
笥

町
32

番
地

明
治

27
年

1
月

15
日

1
枚

14
.0

×
9.

0c
m

【
内

容
】

年
賀

状
。「

ニ
ヒ

ト
シ

 ノ
 オ

ン
 コ

ト
ホ

ギ
 メ

デ
タ

ク
  

イ
ハ

ヒ
ヲ

サ
メ

サ
ム

ラ
フ

 サ
ム

サ
ヒ

ヾ
ニ

 ア
ヒ

ツ
乃

リ
候

ラ
ヘ

ド
モ

 キ
ミ

ノ
 ミ

ウ
チ

ミ
ナ

ミ
ナ

サ
マ

 マ
ス

マ
ス

 オ
ム

 マ
メ

ヤ
カ

ニ
 ミ

ト
シ

ヲ
ム

カ
ヘ

タ
マ

フ
ヨ

シ
 オ

ン
ヨ

ロ
コ

バ
シ

キ
　

ミ
サ

カ
エ

 ニ
 ナ

ム
　

オ
ノ

レ
コ

ト
モ

　
ツ

ヽ
ガ

ナ
ク

　
コ

エ
候

ラ
ヘ

バ
　

ミ
コ

ヽ
ロ

　
ヤ

ス
ク

　
オ

ボ
シ

メ
シ

テ
ヨ

カ
シ

　
サ

レ
ド

モ
六

十
八

年
ノ

　
ヨ

ハ
ヒ

　
ヲ

　
カ

サ
子

候
ラ

ヘ
バ

イ
タ

ク
　

オ
ト

ロ
ヘ

候
ナ

リ
、

ハ
ヾ

カ
リ

ナ
ガ

ラ
　

オ
ン

ハ
ヽ

ギ
ミ

ヘ
ヨ

ロ
シ

ク
　

オ
ム

　
ツ

タ
ヘ

タ
マ

ヒ
テ

ヨ
マ

ヅ
ハ

コ
ノ

オ
ン

イ
ハ

ヒ
ノ

ミ
　

ア
ナ

カ
シ

コ
　

は
る

ま
た

で
に

ほ
へ

る
う

め
は

も
の

ご
と

に
 お

く
れ

ぬ
み

よ
の

ほ
ま

れ
な

る
ら

ん
」

23
9

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

佐
々

木
信

綱
〕

〔
東

京
市

神
田

区
小

川
町

1
番

地
〕

大
沼

鶴
林

様
牛

込
北

町
2

〔
明

治
44

年
4

月
26

日
〕

1
枚

14
.1

×
9.

1c
m

差
出

人
氏

名
・

住
所

は
印

。
年

月
日

は
消

印
に

よ
る

。【
内

容
】過

日
大

会
あ

り
し

た
め

延
引

。
加

筆
、

2
つ

と
も

返
す

。
24

0
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

〔
中

根
半

嶺
〕

〔
下

谷
区

上
野

西
黒

門
町

4
番

地
〕

大
沼

鶴
林

様
牛

込
区

北
町

2
番

地
〔

明
治

42
年

1
月

3
日

〕
1

枚
14

.0
×

8.
9c

m
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

表
面

は
印

刷
。

末
尾

「
七

十
九

叟
半

嶺
聞

」【
内

容
】

年
賀

状
。

漢
詩

「
己

酉
詩

暦
」

を
印

刷
。

24
1

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
吉

田
東

伍
大

沼
善

次
郎

殿
牛

込
区

北
町

2
番

地
〔

明
治

43
年

1
月

2
日

〕
1

枚
14

.1
×

9.
1c

m
年

月
日

は
消

印
及

び
、戌

の
印

に
よ

る
。2

顆
捺

印
。

「
吉

田
東

伍
」

と
記

す
。【

内
容

】
年

賀
状

。
24

2
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

楫
取

素
彦

大
沼

鶴
林

殿
東

京
市

牛
込

区
北

町
2

番
地

明
治

41
年

1
月

17
日

1
枚

14
.1

×
9.

1c
m

【
内

容
】

年
賀

状
。

貴
作

を
も

示
さ

れ
、

枕
翁

後
嗣

の
名

に
愧

じ
ざ

る
事

と
感

吟
。

24
3

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
大

沼
鶴

林
東

京
牛

込
区

北
町

楠
荘

三
郎

殿
韓

国
平

壌
旭

町
銀

行
舎

下
久

保
之

直
様

留
守

宅

〔
明

治
42

年
12

月
〕

23
日

1
枚

14
.0

×
9.

1c
m

年
月

は
消

印
に

よ
る

。
同

月
26

日
付

消
印

も
あ

り
。【

内
容

】
漢

詩
「

勅
題

 新
年

雪
恭

賦
五

章
　

鶴
林

僊
史

大
沼

善
」。

24
4

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
〔

井
上

哲
次

郎
〕

〔
東

京
市

小
石

川
区

表
町

10
9

番
地

〕

大
沼

鶴
林

様
牛

込
区

北
町

2
明

治
43

年
1

月
1

日
1

枚
14

.2
×

9.
0c

m
印

刷
。【

内
容

】
年

賀
状

。
恭

賀
新

年
。

先
日

御
通

知
有

る
新

聞
の

報
道

は
、

筆
記

者
の

誤
、

御
返

事
申

し
上

げ
る

。
24

5
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

橋
本

海
関

ハ
リ

マ
明

石
人

丸
下

大
沼

鶴
林

様
東

京
牛

込
北

町
〔

明
治

43
年

〕
1

月
19

日
1

枚
14

.1
×

9.
0c

m
年

は
消

印
に

よ
る

。
同

月
20

日
付

消
印

も
あ

り
。

【
内

容
】

日
本

女
子

商
業

学
校

の
盛

否
如

何
。

風
評

如
何

。
同

校
規

則
書

は
先

日
取

り
寄

せ
。

私
立

の
事

に
付

幾
程

の
功

あ
る

や
。

忰
関

雪
は

只
今

脚
気

に
て

帰
省

仕
。

君
へ

願
う

。
当

月
中

入
学

願
書

出
す

に
付

、
至

急
願

う
。

同
学

校
1

ヶ
月

の
寄

宿
料

も
御

つ
い

で
に

願
う

。
24

6
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

〔
小

野
正

弘
〕

〔
東

京
府

下
巣

鴨
町

上
妙

義
坂

〕

大
沼

鶴
林

様
市

内
牛

込
区

北
町

2
番

地
丁

未
歳

旦
〔

明
治

40
年

1
月

1
日

〕
1

枚
14

.1
×

9.
1c

m
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

年
は

消
印

に
よ

る
。

消
印

は
同

月
3

日
付

。「
九

十
四

老
人

」
と

あ
り

。
【

内
容

】
年

賀
状

。
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7

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
湖

山
小

野
愿

大
沼

鶴
林

様
牛

込
区

北
町

2
番

地
〔

明
治

38
年

1
月

〕
1

枚
14

.2
×

9.
1c

m
年

月
は

消
印

と
内

容
に

よ
る

。
破

損
。

印
記

「
九

十
二

翁
」「

湖
山

」【
内

容
】

年
賀

状
。

24
8

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
小

野
湖

山
〔

東
京

府
下

巣
鴨

町
上

駒
込

妙
義

坂
〕

大
沼

鶴
林

様
市

内
牛

込
区

北
町

2
番

地
〔

明
治

〕
39

年
歳

旦
1

枚
14

.1
×

9.
1c

m
消

印
は

同
月

4
日

付
。【

内
容

】
年

賀
状

。

24
9

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
土

井
通

公
京

都
縄

手
四

条
下

ル
東

入
大

沼
鶴

林
兄

東
京

牛
込

箪
笥

町
32

番
地

明
治

29
年

10
月

29
日

1
枚

14
.1

×
9.

0c
m

「
桜

戸
」

と
印

あ
り

。【
内

容
】

先
日

は
御

注
意

有
難

し
。

其
の

節
御

問
合

せ
の

義
に

付
、

詳
細

返
事

。
其

の
後

如
何

。
佐

々
木

浜
子

、
四

竃
納

治
、

莬
道

春
千

代
等

の
宿

所
、

御
一

報
願

い
上

げ
る

。
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0
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

湖
山

八
十

八
翁

大
沼

鶴
林

様
市

内
牛

込
区

北
山

伏
町

13
番

地

〔
明

治
34

年
1

月
29

日
〕

1
枚

14
.2

×
9.

0c
m

年
月

日
は

消
印

に
よ

る
。

印
記

「
湖

山
八

十
八

翁
」

【
内

容
】

年
賀

状
。【

作
成

者
補

】
小

野
湖

山

25
1

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
石

橋
雲

来
大

阪
北

浜
2

丁
目

大
沼

鶴
林

先
生

東
京

牛
込

区
箪

笥
町

〔
明

治
29

年
〕

12
月

22
日

1
枚

14
.0

×
9.

1c
m

年
は

消
印

に
よ

る
。【

内
容

】『
詩

学
明

弁
』

到
着

致
さ

ず
、

河
内

へ
御

催
促

下
さ

る
べ

し
。『

枕
山

先
生

詩
鈔

』
出

来
の

上
は

拝
見

致
し

た
し

。
〔

封
筒

〕
／

本
間

健
四

郎
／

越
後

寺
泊

町
／

大
沼

鶴
林

先
生

／
東

京
牛

込
区

牛
込

二
番

地

〔
明

治
41

年
12

月
21

日
〕

1
袋

18
.8

×
11

.8
㎝

請
求

記
号

枝
番

22
4

～
25

1
ま

で
を

収
め

て
い

た
も

の
。

年
月

日
は

消
印

に
よ

る
。

25
2

〔
書

簡
〕

永
井

壮
吉

／
〔

麻
布

市
兵

衛
町

1
丁

目
6

番
地

〕

楠
正

済
様

／
麹

町
区

下
六

番
町

13
番

地

〔
大

正
13

年
〕

12
月

6
日

1
通

18
.1

×
63

.3
cm

（
封

筒
20

.0
×

8.
0c

m
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

【
内

容
】

拝
借

の
御

蔵
書

持
参

致
す

べ
き

筈
の

処
、

至
急

大
坂

ま
で

用
事

出
来

、
年

内
滞

在
の

心
組

、
失

礼
乍

ら
使

を
以

て
御

返
上

申
し

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
荷

風
全

集
』

27
巻

39
0【

参
考

】
受

信
者

は
楠

荘
三

郎
。

25
3

〔
書

簡
〕

永
井

壮
吉

／
〔

麻
布

市
兵

衛
町

1
丁

目
6

番
地

〕

楠
正

済
様

／
静

岡
県

興
津

町
〔

昭
和

16
年

〕
6

月
25

日
1

通
17

.8
×

55
.9

cm
（

封
筒

19
.0

×
12

.5
cm

）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

封
筒

日
付

及
び

消
印

は
同

月
27

日
付

。【
内

容
】

御
高

示
の

断
簡

は
先

年
小

生
手

帖
へ

書
き

留
め

置
く

も
の

、
人

名
其

の
他

に
つ

き
い

ま
だ

判
明

致
さ

ず
、

今
日

の
と

こ
ろ

何
も

返
事

致
し

兼
ね

る
。

枕
山

先
生

正
室

は
飯

沼
の

弘
経

寺
梅

痴
上

人
が

媒
介

、
先

年
品

川
正

徳
寺

に
て

聞
き

及
ぶ

。【
翻

刻
】

『
荷

風
全

集
』

27
巻

56
2【

参
考

】
受

信
者

は
楠

荘
三

郎
。

25
4

〔
書

簡
〕

永
井

壮
吉

／
麻

布
区

市
兵

衛
町

1
丁

目
6

番
地

楠
正

済
様

／
楠

荘
三

郎
様

／
麹

町
区

下
六

番
町

13
番

地

〔
大

正
13

年
〕

2
月

5
日

1
通

（
2

枚
）

①
23

.1
×

13
.1

cm
②

23
.1

×
13

.1
cm

（
封

筒
20

.6
×

7.
1c

m
）

封
筒

を
付

す
。【

内
容

】
枕

山
先

生
事

跡
は

こ
の

正
月

よ
り

少
々

書
初

め
、『

女
性

』
と

申
す

雑
誌

へ
掲

載
。

別
封

に
て

同
雑

誌
御

送
り

申
す

。
文

章
拙

劣
に

て
考

証
も

甚
だ

蕪
雑

、
却

っ
て

先
哲

の
名

を
辱

む
る

よ
う

の
事

な
き

や
。

誤
謬

の
点

何
卒

御
示

教
に

あ
ず

か
り

た
し

。
浅

草
伝

法
院

へ
は

近
日

訪
問

致
し

た
し

。
御

蔵
書

幷
び

に
古

文
書

類
今

少
々

拝
借

い
た

し
た

し
。【

翻
刻

】『
荷

風
全

集
』

27
巻

37
8
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湖

山
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野
愿

大
沼

鶴
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2
番

地
〔

明
治

38
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〕
1

枚
14
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×

9.
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m
年

月
は

消
印

と
内

容
に

よ
る

。
破

損
。

印
記

「
九

十
二

翁
」「

湖
山

」【
内

容
】

年
賀

状
。
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〔
書
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（

葉
書

）〕
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野
湖

山
〔
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京
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下
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妙
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〕
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様
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牛
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2
番

地
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年
歳

旦
1

枚
14
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×
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m
消

印
は

同
月

4
日

付
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内
容

】
年

賀
状
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〔
書

簡
（

葉
書
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土

井
通

公
京

都
縄

手
四

条
下

ル
東

入
大

沼
鶴

林
兄

東
京

牛
込

箪
笥

町
32

番
地

明
治

29
年

10
月

29
日

1
枚

14
.1

×
9.

0c
m

「
桜

戸
」

と
印

あ
り

。【
内

容
】

先
日

は
御

注
意

有
難

し
。

其
の

節
御

問
合

せ
の

義
に

付
、

詳
細

返
事

。
其

の
後

如
何

。
佐

々
木

浜
子

、
四

竃
納

治
、

莬
道

春
千

代
等

の
宿

所
、

御
一

報
願
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上

げ
る

。
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日
は
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印

に
よ

る
。

印
記
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印
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容
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弁
』

到
着

致
さ

ず
、
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へ
御

催
促
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さ

る
べ

し
。『

枕
山

先
生

詩
鈔

』
出

来
の
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は

拝
見

致
し

た
し

。
〔

封
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／
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郎
／

越
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寺
泊
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／
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日
〕
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×
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を
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て
い

た
も
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。

年
月

日
は
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に
よ

る
。
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〔
書

簡
〕

永
井

壮
吉

／
〔

麻
布

市
兵

衛
町

1
丁

目
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番
地

〕

楠
正

済
様

／
麹

町
区

下
六

番
町

13
番

地

〔
大

正
13

年
〕

12
月

6
日

1
通

18
.1

×
63

.3
cm

（
封

筒
20

.0
×

8.
0c

m
）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

【
内

容
】

拝
借

の
御

蔵
書

持
参

致
す

べ
き

筈
の

処
、

至
急

大
坂

ま
で

用
事

出
来

、
年

内
滞

在
の

心
組

、
失

礼
乍

ら
使

を
以

て
御

返
上

申
し

上
げ

る
。【

翻
刻

】『
荷

風
全

集
』

27
巻

39
0【

参
考

】
受

信
者

は
楠

荘
三

郎
。

25
3

〔
書

簡
〕

永
井

壮
吉

／
〔

麻
布

市
兵

衛
町

1
丁

目
6

番
地

〕

楠
正

済
様

／
静

岡
県

興
津

町
〔

昭
和

16
年

〕
6

月
25

日
1

通
17

.8
×

55
.9

cm
（

封
筒

19
.0

×
12

.5
cm

）

封
筒

を
付

す
。

封
筒

の
差

出
人

氏
名

・
住

所
は

印
。

封
筒

日
付

及
び

消
印

は
同

月
27

日
付

。【
内

容
】

御
高

示
の

断
簡

は
先

年
小

生
手

帖
へ

書
き

留
め

置
く

も
の

、
人

名
其

の
他

に
つ

き
い

ま
だ

判
明

致
さ

ず
、

今
日

の
と

こ
ろ

何
も

返
事

致
し

兼
ね

る
。

枕
山

先
生

正
室

は
飯

沼
の

弘
経

寺
梅

痴
上

人
が

媒
介

、
先

年
品

川
正

徳
寺

に
て

聞
き

及
ぶ

。【
翻

刻
】

『
荷

風
全

集
』

27
巻

56
2【

参
考

】
受

信
者

は
楠

荘
三

郎
。

25
4

〔
書

簡
〕

永
井

壮
吉

／
麻

布
区

市
兵

衛
町

1
丁

目
6

番
地

楠
正

済
様

／
楠

荘
三

郎
様

／
麹

町
区

下
六

番
町

13
番

地

〔
大

正
13

年
〕

2
月

5
日

1
通

（
2

枚
）

①
23

.1
×

13
.1

cm
②

23
.1

×
13

.1
cm

（
封

筒
20

.6
×

7.
1c

m
）

封
筒

を
付

す
。【

内
容

】
枕

山
先

生
事

跡
は

こ
の

正
月

よ
り

少
々

書
初

め
、『

女
性

』
と

申
す

雑
誌

へ
掲

載
。

別
封

に
て

同
雑

誌
御

送
り

申
す

。
文

章
拙

劣
に

て
考

証
も

甚
だ

蕪
雑

、
却

っ
て

先
哲

の
名

を
辱

む
る

よ
う

の
事

な
き

や
。

誤
謬

の
点

何
卒

御
示

教
に

あ
ず

か
り

た
し

。
浅

草
伝

法
院

へ
は

近
日

訪
問

致
し

た
し

。
御

蔵
書

幷
び

に
古

文
書

類
今

少
々

拝
借

い
た

し
た

し
。【

翻
刻

】『
荷

風
全

集
』

27
巻

37
8

25
5

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
永

井
壮

吉
麻

布
市

兵
衛

町
1

丁
目

6
番

地

楠
荘

三
郎

様
麹

町
区

下
六

番
町

13
番

地

〔
大

正
12

年
〕

10
月

5
日

1
枚

14
.2

×
8.

9c
m

年
は

内
容

に
よ

る
。【

内
容

】
い

つ
ぞ

や
拝

借
致

す
貴

家
御

系
図

返
納

仕
る

べ
き

処
、

震
後

多
用

の
為

延
引

。両
三

日
中

に
は

持
参

致
す

べ
し

。【
翻

刻
】

『
荷

風
全

集
』

27
巻

37
4

25
6

〔
書

簡
（

葉
書

）〕
永

井
壮

吉
東

京
麻

布
区

市
兵

衛
町

1
ノ

6

楠
正

済
様

駿
河

国
興

津
町

中
宿

85
大

沼
様

内

〔
昭

和
14

年
〕

6
月

24
日

1
枚

14
.0

×
9.

1c
m

消
印

は
同

月
25

日
付

。
貼

紙
1

枚
あ

り
。【

内
容

】
風

景
好

き
地

へ
御

卜
居

の
由

欣
慶

の
至

り
と

存
ず

。小
生

無
事

罷
り

在
り

。【
翻

刻
】『

荷
風

全
集

』
27

巻
54

1【
参

考
】

受
信

者
は

楠
荘

三
郎

。
25

7
〔

書
簡

（
葉

書
）〕

永
井

壮
吉

麻
布

市
兵

衛
町

1
ノ

6
楠

荘
三

郎
様

府
下

杉
並

町
田

端
67

1
〔

昭
和

6
年

〕
12

月
1

日
1

枚
13

.9
×

9.
0c

m
年

は
消

印
に

よ
る

。【
内

容
】『

秋
田

魁
新

聞（
マ

マ
） 』

御
送

下
さ

れ
有

難
く

存
ず

。【
翻

刻
】『

荷
風

全
集

』
27

巻
44

1
25

8
〔

住
所

録
〕

―
1

冊
22

.6
×

15
.4

cm
本

文
44

丁
。【

翻
刻

】『
来

簡
』

14
7

25
9

報
知

簿
―

明
治

24
年

10
月

1
冊

12
.5

×
34

.5
cm

上
書

に
「

明
治

廿
四

年
十

月
 報

知
簿

」
と

あ
り

。
横

帳
。

表
紙

共
紙

。
墨

附
5

丁（
表

紙
含

む
）。

【
内

容
】

大
沼

枕
山

死
亡

時
の

報
知

先
名

簿
。【

翻
刻

】
『

来
簡

』
14

8
26

0
枕

山
先

生
門

人
帳

―
1

綴（
補

修
前

1
冊

）

22
.4

×
30

.8
cm

（
補

修
前

22
.4

×
15

.3
cm

）

上
書

に
「

枕
山

先
生

門
人

帳
」

と
あ

り
。

仮
綴

。
全

29
丁

。
表

紙
共

紙
。

墨
附

15
丁（

表
紙

含
む

）。
試

験
回

答（
明

治
34

年
の「

順
天

中
学

試
験

用
紙

」
使

用
）

裏
紙

を
使

用
。

26
1

枕
山

先
生

遺
稿

刻
費

諸
雑

費
簿

―
明

治
26

年
1

冊
12

.1
×

32
.8

cm
上

書
に

「
明

治
廿

六
年

　
枕

山
先

生
遺

稿
刻

費
諸

雑
費

簿
」

と
あ

り
。

横
帳

。
表

紙
共

紙
。

墨
附

3
丁

（
表

紙
を

含
む

）。
26

2
風

雅
集

元
稿

―
1

冊
24

.7
×

17
.1

cm
書

名
は

打
付

題
に

よ
る

。「
風

雅
集

元
稿

」「
明

治
風

雅
集

第
三

篇
原

稿
」

を
合

綴
。「

風
雅

集
元

稿
」

表
紙

に
「

十
首

」
と

墨
書

、「
閲

了
」

と
朱

書
あ

り
。

「
明

治
風

雅
集

第
三

篇
原

稿
」

表
紙

に
「

紙
数

六
枚

二
十

二
首

」
と

墨
書

、「
閲

了
」

と
朱

書
。

と
も

に
「

明
治

采
風

社
原

稿
用

 紙
」

使
用

。
大

沼
枕

山
評

の
朱

筆
書

入
れ

あ
り

。仮
綴

。「
風

雅
集

元
稿

」
は

本
文

3
丁

表
紙

1
丁

、「
明

治
風

雅
集

第
三

篇
原

稿
」

は
本

文
6

丁
表

紙
1

丁
。

26
3

読
韓

非
子

楊
園

外
史

小
山

弘
毅

卿

1
冊

23
.6

×
16

.9
cm

書
名

は
巻

頭
に

よ
る

。
打

付
題

「
読

韓
非

」。
墨

・
朱

書
入

れ
多

数
あ

り
。

本
文

6
丁

、
表

紙
・

裏
表

紙
各

1
丁

。
26

4
太

平
人

名
録

書
画

帖
二

篇
〔

引
札

〕

―
1

枚
13

.5
×

27
.8

cm
刊

。
一

枚
物

。
書

名
角

書「
本

朝
異

邦
明

治
一

覧
」。

大
沼

枕
山

は
「

補
助

」
の

役
割

に
あ

り
。

26
5

〔
漢

詩
集

〕
―

1
冊

26
.5

×
18

.4
cm

仮
綴

。
17

丁
（

表
紙

、
遊

紙
各

1
丁

を
含

む
）。

遊
紙

に
8

顆
分

の
印

記
（「

枕
山

」
な

ど
）

あ
り

。
26

6
筆

歌
墨

舞
―

1
綴

23
.5

×
30

.0
cm

（
付

18
.0

×
26

.2
cm

）

書
名

は
打

付
題

に
よ

る
。

仮
綴

。
墨

附
20

丁（
表

紙
を

含
む

）。
付

：
今

田
哲

夫
に

よ
る

読
み

下
し

17
枚

。



　　


